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１ 福 岡 県 消 防 学 校 の 概 要 

 

（１）福岡県消防学校の設立趣旨 

消防組織法第５１条の規定に基づき、消防職員及び消防団員に消防の責務を正しく認

識させるとともに、資質の向上、学術及び技能の修得、規律及び体力の向上を図り、も

って人格の育成と技術の涵養に努め、その職務を遂行するにたる消防職員及び消防団員

を養成することを目的として設立されたものである。 

 

（２）福岡県消防学校の沿革 

昭和１５年１２月  福岡市因幡町の福岡県警察練習所内に「消防練習所」を設置 

昭和１６年 ５月  消防練習所第１回教習科生入校、教育を開始 

昭和２３年 ３月  自治体消防発足に伴い知事部局に移管、総務部内に「福岡県消防
訓練所」を設置し、福岡県消防訓練所規程を制定。訓練所を福岡
市西新町２１３番地の西福岡消防署内に移転し開校 

昭和２４年 ８月  「福岡県消防学校」と改称 

昭和２４年 ９月  九州知事会議で「九州地方消防学校」を併設、第１回消防幹部職
員標準課程を開校 

昭和２５年 １月  福岡県消防学校校友会発足 

昭和２８年 ７月  糟屋郡多々羅村２７５１番の３７（現在の福岡市東区名島）に新
築移転 

昭和３１年 ３月  機構改革に伴い消防学校の所管を民生部へ移管 

昭和３４年 ４月  消防学校校歌を制定 

昭和３８年 ３月  九州各県の消防学校整備充実に伴い「九州地方消防学校」を廃止 

昭和４１年 ３月  消防学校校訓を制定 

昭和４１年 ５月  広域常備消防発足に伴い「派遣教官」制度を開始 

昭和４８年１１月  宗像郡福間町字北原４５６０番地の２（現在の福津市西福間）に
新築移転 

昭和５３年 ６月  訓練補助搭を建設 

昭和５３年１１月  消防殉職者慰霊碑を校内に建立 

昭和５４年 ３月  沖縄県消防学校と姉妹校の協定を締結 

昭和５９年１１月  福岡県消防学校教育研究会を発足 

昭和６２年 ４月  女性消防職員入校に伴う庁舎の一部改築 

平成 ３年 ６月  宿泊棟に冷暖房設備を設置 

平成 ４年 ９月  機構改革に伴い消防学校の所管を総務部へ移管 

平成１１年 ３月  教育棟の冷暖房設備の全面改修 

平成１６年 ４月  「消防学校教育訓練の基準」の全面改正に伴い「福岡県消防学校
規則」を改正 

平成１７年 ２月  救急研修室を新設 

平成１８年 ４月  女子宿泊棟を新設 

平成２９年 ４月  嘉麻市牛隈１７９４番地（旧嘉穂工業高等学校跡地）に新築移転 
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（３）施設の概要 

所 在 地  〒820-0301 福岡県嘉
か

麻
ま

市
し

牛
うし

隈
くま

１７９４番地 

敷地面積   ８３，７３６㎡ 

建築面積    ８，５７１㎡ 

建築延面積   １６，１５８㎡ 

収容人員        １５０名（うち女性専用１５名） 

主な施設 

名  称 構 造 規模 建築面積

（㎡） 

延面積（㎡） 

管理棟 RC 造 ４階建 １，１６６ １，９０７ 

教育棟 RC 造 ３階建 ６６４ ２，０１３ 

体育館 RC 造 ２階建 １，４１７ ２，３５９ 

宿泊棟 RC 造 ５階建 １，５５０ ３，８７６ 

食堂棟 RC 造 ２階建 ５０２ ５４３ 

高層訓練棟 RC 造 １０/１階建 ２２８ １，３４７ 

中層訓練棟 RC 造 ５階建 ２２０ ９０８ 

屋内訓練場 RC 造 ２階建 １，２４１ １，４３４ 

救助基本訓練施設 S 造 ６階建 ３５４ ５２８ 

車庫兼訓練施設 RC 造 平屋建 ６１１ ５７６ 

水難救助訓練施設 
RC 造 ２階建 ３８７ ４１０ 

ﾌﾟｰﾙ：FRP 製 ２５ｍ×１３ｍ水深１．５ｍ・３ｍ・５ｍ 

家屋火災消火訓練施設 S 造 ２階建 ９４ １１９ 

倒壊家屋訓練施設 スペース：１０ｍ×２０ｍ ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ等配置 

屋外訓練場１ ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装９,８３６㎡ 消火栓、防火水槽、放水壁設置 

屋外訓練場２ 真砂土舗装６,７２６㎡ 消火栓、防火水槽設置 

第 1 駐車場 収容台数 ８５台 

第２駐車場 収容台数１０８台 

    
 

  



救助基本訓練施設

倒壊家屋訓練施設

中層訓練棟高層訓練棟

家屋火災消火訓練施設

屋外訓練場２

屋内訓練場

屋外訓練場１

教育棟

管理棟

車庫兼訓練施設

体育館

水難救助訓練施設
宿泊棟

食堂棟

第1駐車場

第２駐車場

福岡県消防学校施設配置

福岡県地図 北九州市

福岡市 嘉麻市

福岡県消防学校

入口
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２  消防学校の教育訓練の目的 

社会情勢の変化や技術の発展に的確に対応するために、住民から期待される水準を充た

す消防防災に係る知識及び技能の効率的かつ効果的な修得を図り、もって適切公正、安全

かつ能率的に業務を遂行できるよう消防職員、消防団員等の資質を高めることを目的とす

る。 

３  教育の種別、教科目及び単位時間数 

（１） 消防職員に対する教育 

ア 初任教育 

新たに採用された消防職員の全てに対して行う基礎的教育訓練をいい、卒業後、

直ちに警防隊員として活動できる職員を養成する。 

教  科  目  及  び  単  位  時  間  数 

 倫理              5 

法学基礎・消防法        20 

消防組織制度          9 

服務と勤務           28 

理化学             10 

実
務
教
育 

防災              23 

救急              50 

消防機械・ポンプ        10 

 

実

科

訓

練 

訓練礼式            50 

消防活動訓練          82 

救助訓練            45 

機器取扱訓練          55 

消防活動応用訓練        85 

体育              55 

 予防広報            20 

危険物             8 

消防用設備           12 

査察              27 

建築              10 

安全管理            16 

特殊災害と保安         10 

火災防ぎょ           30 

火災調査            15 

そ 

の 

他 

実務研修            35 

選択研修            40 

行事その他           50 

合計               800 

※毎年実施「入校事務の手引き２０ページ」 
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イ 専科教育 

現任の消防職員に対して行う特定の分野に関する専門的教育訓練をいう。 

  （ア）特殊災害科 

各級指揮者として、多数の傷病者を発生させるおそれが高く、消防活動に困難

を伴う災害現場において、特に隊員の安全管理に配慮しつつ、適切、効果的な消

防戦術を指揮できる職員を養成する。 

教  科  目  及  び  単  位  時  間  数 

講話                1 

特殊災害の概論           2 

危険性物質等に係る基礎知識及び関係法令  15 

特殊災害に対する消防活動要領    16 

特殊災害における安全管理      5 

図上訓練              7 

効果測定              2 

行事その他             1 

 

合計                49 

※令和７年度実施「入校事務の手引き２３ページ」 

 

 

（イ）予防査察科 

予防・査察業務に関する専門的知識及び技能を修得し、厳正で公正な査察及び

重大な違反対象物に対する是正指導、法令に基づく権限行使が行える職員を養成

する。   

教  科  目  及  び  単  位  時  間  数 

講話                1 

予防査察行政の現状と課題      1 

消防同意              6 

査察                24 

危険物規制             7 

違反処理              14 

査察・違反処理実習         8 

事例研究              6 

効果測定              2 

行事その他             1 

 

合計                70 

※令和７年度実施予定なし 

 

 

（ウ）危険物科 

危険物施設の許認可、規制等に係る専門的知識を修得し、これらの知識を適切

に活用して、必要な危険物行政事務を的確に処理できる職員を養成する。 

教  科  目  及  び  単  位  時  間  数 

講話                1 

危険物行政の現状と課題       2 

危険物化学             5 

危険物規制             21 

事例研究              4 

効果測定              1 

行事その他             1 

合計                35 

※令和７年度実施予定なし 
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（エ）火災調査科 

火災原因調査に係る専門的知識及び技能を修得し、これらの知識を適切に活用

して火災調査業務を的確に遂行できる職員を養成する。 

教  科  目  及  び  単  位  時  間  数 

講話                1 

原因調査関係法規          6 

原因調査              25 

損害調査              6 

鑑定                2 

調査実習              7 

調査書類              14 

事例研究              6 

効果測定              2 

行事その他             1 

 

合計                70 

※令和７年度実施「入校事務の手引き２５ページ」 

 

 

（オ）救急科 

救急医学に関する基礎知識に基づき、応急処置時における的確な観察・判断能

力、応急処置に必要な専門的技能を修得し、救急隊員として活動できる職員を養

成する。 

教  科  目  及  び  単  位  時  間  数 

救急業務及び救急医学の基礎     50 

応急処置の総論           73 

病態別応急処置           67 

特殊病態別応急処置         25 

行事その他             23 

合計               238 

  消防本部における同乗実習、病院実習 28 

総合計              266 

※毎年実施「入校事務の手引き２７ページ」 

 

 

（カ）救助科 

救助活動に係る最新の専門的知識及び専門的で高度な技能、技術を修得し、救

助隊員として活動できる隊員を養成する。 

教  科  目  及  び  単  位  時  間  数 

講話                1 

安全管理              21 

災害救助対策            23 

救急                5 

救助器具取扱訓練          21 

救助訓練              30 

総合訓練              30 

健康管理              3 

効果測定              5 

行事その他             1 

 

合計               140 

※令和７年度実施「入校事務の手引き３３ページ」 
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ウ 幹部教育 

幹部（消防士長以上の階級にある者をいう。）及び幹部昇任予定者に対して行う消

防職員幹部として一般的に必要な教育訓練をいう。 

  （ア）初級幹部科（A） 

消防士長に対し、分隊長（小隊長）として必要な業務管理や現場指揮要領を修

得し、上司の補佐及び部下の指導を行い、業務の遂行ができる職員を養成する。 

教  科  目  及  び  単  位  時  間  数 

講話                1 

消防時事              2 

人事管理業務            6 

現場指揮要領                        3          

安全管理                   3 

現場指揮訓練            16 

行事その他             4 

合計                35 

※毎年実施「入校事務の手引き３５ページ」 

 

 

  （イ）初級幹部科（B） 

消防司令補に対し、初級幹部として、旺盛な職務遂行の意欲にあふれ、消防行

政の現状や課題を理解し、上司の補佐及び部下の指導を行い、業務の遂行ができ

る職員を養成する。   

教  科  目  及  び  単  位  時  間  数 

講話                1 

訓練礼式              2 

消防時事               8 

消防財政              3 

人事業務管理            12 

安全管理              10 

現場指揮              18 

事例研究              15 

行事その他             1 

合計                70 

※毎年実施「入校事務の手引き３７ページ」 

 

 

 （ウ）中級幹部科 

原則として消防司令に対し、中級幹部として、消防行政の動向を理解するとと

もに、迅速かつ的確な意思決定により、上司の補佐及び部下の指揮監督を行い、

組織を管理運営できる職員を養成する。   

教  科  目  及  び  単  位  時  間  数 

講話                1 

訓練礼式              1 

消防時事              4 

消防財政              2 

人事業務管理            10 

安全管理              5 

現場指揮              10 

事例研究              15 

行事その他             1 

合計                49 

※令和７年度実施「入校事務の手引き３９ページ」 



8 

 

（エ）上級幹部科 

原則として消防司令長以上に対し、上級幹部にふさわしい業務管理、人事管理、

危機管理に必要な知見を備え、かつ、職務遂行に必要な水準の判断力を有し、組

織全体を円滑に管理運営できる職員を養成する。 

教  科  目  及  び  単  位  時  間  数 

管理職の役割            2 

業務管理              3 

人事管理              4 

危機管理              3 

事例研究              8 

行事その他             1 

合計                21 

※令和７年度実施予定なし 

 

エ 特別教育 

初任教育、専科教育、幹部教育以外で、特別の目的のために行うものをいう。 

  （ア）水難救助教育 

潜水救助に必要な知識技術を修得するとともに、潜水士免許を取得し、多発す

る水難事故等に際し、迅速確実に対応できる職員を養成する。  

教  科  目  及  び  単  位  時  間  数 

講話                                1 

潜水理論（安全管理含む）           21 

潜水基本訓練            12 

溺者救助訓練            3 

水難救助器具取扱訓練        4 

応用訓練              12 

総合訓練               5 

潜水士免許試験           7 

行事その他              5 

合計                70 

※令和７年度実施予定なし 

 

 

（イ）はしご自動車等教育 

はしご自動車等の操作員として必要かつ基本的な安全知識、取扱操作技術等を

修得し、はしご自動車等の安全運行ができる職員を養成する。  

教  科  目  及  び  単  位  時  間  数 

安全管理              3 

取扱基本理論、特殊装置の構造    3 

はしご自動車等の基本取扱操作    5 

はしご自動車等の応用取扱操作    3 

はしご自動車等の故障と対策     2 

はしご自動車等の点検・整備     2 

効果確認              1 

行事その他             9 

合計                28 

※令和７年度実施予定なし 
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  （ウ）消防操法指導員研修 

消防ポンプ操法の指導員として必要な知識技術を修得し、消防団員に対し、効

果的にポンプ操法の指導が行える職員を養成する。  

教  科  目  単  位  時  間  数 

操法実技指導要領          10 

 

行事その他             3 

合計                13 

※令和７年度実施予定なし 

 

 

（エ）警防実務研修 

消防士及び消防副士長に対し、火災防ぎょを中心とした実科訓練を実施するこ

とにより、隊員としての防ぎょ活動及び機関運用能力を備えた職員を養成する。 

教  科  目  及  び  単  位  時  間  数 

講話                1 

プレテスト             1 

消防ポンプ理論・ポンプ運用     4 

機器取扱基本訓練          3 

火災防ぎょ基本訓練         3 

想定訓練（立体的防ぎょ訓練）    7 

想定訓練（火災防ぎょ総合訓練）   13 

行事その他             3 

合計                35 

※毎年実施「入校事務の手引き４１ページ」 

  

（オ）水難救助実務研修 

水難救助に必要な安全知識、潜水技術等を取得し、安全確実迅速に活動できる

隊員を養成する。  

教  科  目  及  び  単  位  時  間  数 

安全管理              3 

潜水基本訓練             8 

水難事故対策            3 

水難救助対策            3 

応用訓練                 8 

総合訓練              5 

行事その他              5 

合計                35 

※令和７年度実施「入校事務の手引き４３ページ」 
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（２） 消防団員に対する教育 

ア 基礎教育 

任命後経験年数の短い消防団員に対して行う基礎的教育訓練をいい、消防団員と

して基本的な知識技術を修得し、効果的な消防活動ができる消防団員を養成する。 

教  科  目  及  び  単  位  時  間  数 

組織制度              1 

訓練礼式              3 

消防操法              1 

行事その他             1 

合計                6 

※毎年実施 「入校事務の手引き４５ページ」 

 

  イ 専科教育 

現任の消防団員に対して行う特定の分野に関する専門的教育訓練をいう。 

  （ア）警防科 

火災防ぎょ、自然災害及び大規模災害等における消防団の役割と活動要領等に

ついて修得し、効果的な消防活動ができる消防団員を養成する。 

教科目及び単位時間数（消防学校で実施分） 教科目及び単位時間数（市町村で実施分） 

講話                0.5 

火災防ぎょ（学科）         2 

防災                1 

安全管理              2 

行事その他             0.5 

講話                0.5 

火災防ぎょ（実技）         4 

防災                1 

行事その他             0.5 

合計                6 合計                6 

※休止中 

 

  （イ）機関科  

道路交通関係法令及びポンプ工学に関する専門的知識を修得し、消防自動車を

迅速・的確に運行できる消防団員を養成する。 

教科目及び時間数（消防学校で実施分） 教科目及び時間数（市町村で実施分） 

講話                0.5 

道路交通関係法規          1 

緊急走行要領            1 

ポンプ運用（学科）         2 

機関整備              1 

行事その他             0.5 

講話                0.5 

緊急走行要領            1 

ポンプ運用（実技）         3 

機関整備（実習）          1 

行事その他             0.5 

合計                6 合計                6 

※休止中 
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ウ 幹部教育 

幹部（主として班長以上の階級にある者をいう。）に対して行う消防団幹部として

一般的に必要な教育訓練をいう。 

  （ア）初級幹部科 

班長に対し、火災防ぎょ活動、現場指揮要領を修得するとともに、自然災害の

防災対策に関する知識と住民に対する防災指導要領を学び、上司を補佐し、効果

的な消防活動を指導できる初級幹部団員を養成する。 

教  科  目  及  び  単  位  時  間  数 

講話                 1 

訓練礼式               1 

現場指揮               4 

防災                 1 

ドローンを活用した災害情報収集伝達要領  1 

防災指導要領               1 

安全管理                2 

行事その他               1 

合計                  12 

※毎年実施「入校事務の手引き４７ページ」 

 

  （イ）指揮幹部科 

     各種災害発生時における部隊の管理運営及び安全管理知識等を修得し、効果的

な消防活動を監督できる指揮者を養成する。 

    a 現場指揮課程 

      原則として部長に対し、災害時における火災防ぎょ、水災活動、救助救命、避 

難誘導、情報収集・伝達に係る的確な現場指揮及び安全管理の知識並びに技術を

修得するとともに、自主防災組織に対して防災指導を行える指揮者を養成する。  

教  科  目  及  び  単  位  時  間  数 

講話                 1 

火災防ぎょ訓練                    2 

水災活動要領                        1 

救助・救命訓練            4 

避難誘導要領             1         

ドローンを活用した災害情報収集伝達要領 1 

地域防災指導訓練             1 

行事その他               1 

 

合計                  12 

※毎年実施「入校事務の手引き４９ページ」  

 

b 分団指揮課程 

      分団長又は副分団長に対し、各種災害発生時における分団の管理運営及び効果 

的な現場活動の在り方を深く理解する指揮者を養成する。 

教  科  目  及  び  単  位  時  間  数 

講話                 1 

災害図上訓練（ドローンの優位性含む） 2 

事例研究               2 

行事その他               1 

※事前学習               4 

合計       10(うち 4H事前学習) 

※毎年実施「入校事務の手引き５１ページ」 
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 （ウ）上級幹部科 

団長及び副団長に対し、消防団組織の運営管理及び自然災害や大規模災害等の

対応を修得するとともに、効果的な消防団活動を管理することができる上級幹部

団員を養成する。 

教  科  目  及  び  単  位  時  間  数 

講話                1 

危機管理              2 

防災（ドローンの優位性含む）    1 

現場指揮と安全管理         1 

行事その他             1 

合計                6 

※毎年実施「入校事務の手引き５３ページ」 

 

エ 特別教育 

基礎教育、専科教育、幹部教育以外で、特別の目的のため行うものをいう。 

（ア）女性消防団員研修 

女性消防団員に対し、防火防災に関する基本的知識及び初期消火・救命処置技

術を修得し、地域の安全・安心に寄与できる団員を養成する。 

教  科  目  及  び  単  位  時  間  数 

消防制度・防災                      1           

予防広報              2 

訓練礼式              1 

救急                1 

行事その他             1 

合計                 6 

※毎年実施「入校事務の手引き５５ページ」 

 

  （イ）消防操法研修 

消防ポンプ操法に関する知識技術を修得し、消防ポンプ操法を指導するととも

に実践できる消防団員を養成する。 

教  科  目  及  び  単  位  時  間  数 

消防操法              2 

ポンプ自動車操法          4 

小型ポンプ操法           4 

訓練礼式              1 

行事その他             1 

合計                12 

※令和７年度実施「入校事務の手引き５７ページ」 

 

  （ウ）特別研修 

消防団員に対し、消防防災活動に必要な知識技術を修得するための研修を行う。 

※入校予定の消防団と協議の上、教科目及び時間数を決定する。 

※随時受付「入校事務の手引き５９ページ」 
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（３）自衛消防隊等に対する教育 

ア 自衛消防隊教育 

県内の各事業所等内で編成された自衛消防隊及び自衛防災要員に対し、消防防災

活動に必要な知識技術を修得するための教育訓練を行う。 

教  科  目  及  び  単  位  時  間  数 

防火管理              2 

火災対応訓練            3 

行事その他             1 

合計                6 

※毎年実施「入校事務の手引き６０ページ」 

 

   イ 消防防災関係機関研修 

    消防防災関係機関の職員に対し、消防・防災に関する知識技術を修得するための

研修を行う。 

※入校予定の団体と協議の上、教科目及び時間数を決定する。 

 

（４）自主防災組織等に対する教育 

ア 地域防災力向上研修 

    自主防災組織や婦人会、小中学校等に対し、災害時の初動対応を行う上で必要な 

知識や技術を教授し、防災意識の普及を図るための研修を行う。 

 

  イ 防災士研修 

    地域で活動する防災士に対し、地域の減災と防災力向上のために必要な知識や技 

術を修得するための研修を行う。 

     

  ウ 少年消防・女性防火クラブ教育 

少年消防クラブ員及び女性防火クラブ員に対し、防火クラブ活動に必要な知識技

術を修得するための教育訓練を行う。 

 

エ 消防・防災体験型研修 

    学生等に対し、消防、防災、応急手当等の教育訓練を通して、消防・防災に関す 

る興味と理解を深め、消防団及び自主防災組織の一員として活躍する人材育成を図 

るための研修を行う。 

     

 

   



初任教育（８００時間）

特殊災害科（４９時間）

予防査察科（７０時間）

危険物科（３５時間）
専科教育

火災調査科（７０時間）

救急科（２６６時間）

救助科（１４０時間）

消防職員教育 初級幹部科Ａ（３５時間）

初級幹部科Ｂ（７０時間）
幹部教育

中級幹部科（４９時間）

上級幹部科（２１時間）

水難救助教育（７０時間）

はしご自動車等教育（２８時間）

特別教育
消防操法指導員研修（１３時間）

警防実務研修（３５時間）

水難救助実務研修（３５時間）

基礎教育（６時間）
警防科（６時間）

専科教育
機関科（６時間）

初級幹部科（１２時間）

消防団員教育 現場指揮課程（１２時間）

幹部教育 指揮幹部科
分団指揮課程（１０時間）

上級幹部科（６時間）

女性消防団員研修（６時間）

特別教育 消防操法研修（１２時間）

特別研修（その都度時間設定）

自衛消防隊教育（６時間）
自衛消防隊等教育

消防防災関係機関研修（その都度時間設定）

地域防災力向上研修

防災士研修
自主防災組織等教育

少年消防・女性防火クラブ教育（その都度時間設定）

消防・防災体験型研修

４　福岡県消防学校教育訓練体系
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

　  9 25
１１５日（８００時間）

第１２回特殊災害科
 　15  23

　　７日（４９時間）

第２１回火災調査科
      27   10

　１０日（７０時間）

第４２回救急科
　7    26

　３４日（２３８時間）

第３９回救助科
　8 　6

　２０日（１４０時間）

第１８回初級幹部科（Ａ）
 　10　14

　　５日（３５時間）

第５４回初級幹部科（Ｂ）
   15    28

　１０日（７０時間）

第３２回中級幹部科
  4  12

　　７日（４９時間）

第１９回警防実務研修
17　21

　　５日（３５時間）

第２回水難救助実務研修
29   3   

　　５日（３５時間）

 

各１日（６時間）　日

第２２回初級幹部科
　　　　31   1

２日（１２時間） 金・土

第１１回現場指揮課程
   7  8

２日（１２時間） 金・土

第１１回分団指揮課程
   12

１日（６時間）　　平日

第２２回上級幹部科
19

１日（６時間）　　平日

第１６回女性消防団員研修
    7

１日（６時間）　　平日

消防操法研修
   13  14

２日（１２時間） 金・土

消防団員特別研修
随時受付

原則、現地教育

自衛消防隊教育  25 26
第１回特定
第２回危険物
１日（６時間）　　平日

消防防災関係機関研修
随時受付

地域防災力向上研修
随時受付

防災士研修
随時受付

少年消防・女性防火クラブ教育
随時受付

消防・防災体験型研修
随時受付

自
主
防
災
組
織
等

特別教育

教　　育　　名

自
衛
消
防
隊
等

特別教育

特別教育

専科教育

備考
教　　育　　日　　程

５　令和7年度に実施する教育種別及び期間

　　13 福岡・筑後
　　20 北九州･筑豊

第１４１回初任教育

基 礎 教 育

消
防
団
員

幹部教育 指揮幹部科

特別教育

幹部教育

消
防
職
員

1
5



宿泊者 通学者 宿泊者 通学者

44,652

8,790 3,790 26,960 5,870 1,650 43,270 36,620 7日

12,350 5,350 52,250 4,370 1,650 70,620 61,970 10日

42,830 17,830 43,560 5,800 4,400 96,590 67,190 34日

25,700 10,700 24,990 11,900 2,750 65,340 47,590 20日

6,600 2,600 16,620 1,100 24,320 19,220 5日

12,350 5,350 18,830 5,940 1,650 38,770 30,120 10日

8,790 3,790 18,730 9,900 1,650 39,070 32,420 7日

6,600 2,600 13,820 1,100 21,520 16,420 5日

6,600 2,600 21,970 1,100 29,670 24,570 5日

2,420 2,420 1日

2,040 1,040 3,680 1,100 6,820 4,720 2日

現場指揮課程 2,040 1,040 6,650 1,100 9,790 7,690 2日

分団指揮課程 520 5,890 6,410 1日

520 4,240 4,760 1日

520 3,350 3,870 1日

2,040 1,040 3,910 1,100 7,050 4,950 2日

その他 特別教育 520 5,700 6,220 1日

（注）「令和７年度に実施する教育種別及び期間」の表中「消防団員特別研修」「消防防災関係機関研修」「少年消防・女性防火ｸﾗﾌﾞ教育」の入校経費額は協議の上、その都度決定する。

６　令和７年度入校経費

教　　育　　名
食費

図書教材費

合計
備考

（教育日数）

消防職員

　初　任　教　育

特別教育

警防実務研修

143,100 84,920

専科教育

特殊災害科

火災調査科

救急科

救助科

共益費
（宿泊者のみ）

幹部教育

初級幹部科（Ａ）

初級幹部科（Ｂ）

中級幹部科

調査研究費

115日
うち通学用バス代

30,720

97,380 370,052

自衛消防隊等教育

水難救助実務研修

消防団員

基　礎　教　育　

幹部教育

初級幹部科

指揮幹部科

上級幹部科

特別教育

女性消防団員研修

消防操法研修
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　 第 第 第 第 第 第 第
教育種別  12 21 42 39 54 32 2

回 回 回 回 回 回 回

消 防 本 部 名

総

数

う

ち

女

性

総

数

う

ち

女

性

総

数

う

ち

女

性

1 北 九 州 市 30 2 25 2 2 59

2 福 岡 市 37 1 37

3 大 牟 田 市 6 1 1 6 3 3 1 1 3 25

4 直 方 市 3 1 2 3 2 2 2 2 17

5 柳 川 市 2 2 2 2 2 2 2 2 16

6 筑 後 市 3 1 2 3 2 1 1 1 14

7 行 橋 市 2 2 1 2 2 2 2 2 15

8 中 間 市 2 1 1 1 5

9 み や ま 市 1 1 2 1 2 1 1 1 1 11

10 糸 島 市 2 1 1 2 3 1 1 1 1 3 16

11 苅 田 町 1 2 1 2 1 1 8

12 八 女 1 1 1 1 4

13 筑 紫 野 太 宰 府 2 1 1 5 1 2 2 1 2 3 20

14 飯 塚 地 区 5 1 2 8 1 1 1 1 1 1 22

15
春 日 ･ 大 野 城 ・
那 珂 川 8 3 3 7 1 3 3 3 3 34

16 田 川 地 区 3 2 2 3 2 1 1 1 1 1 2 18

17 久 留 米 広 域 15 2 1 6 10 6 1 1 1 1 42

18 京 築 広 域 圏 5 1 2 4 2 1 1 1 2 2 21

19 直 方 ・ 鞍 手 広 域 2 1 2 2 2 1 1 1 12

20 甘 木 ・ 朝 倉 2 2 2 1 1 2 1 11

21 粕 屋 南 部 7 2 2 2 6 4 1 1 1 2 2 28

22 宗 像 地 区 7 2 2 5 2 2 2 1 2 2 27

23 粕 屋 北 部 3 1 1 1 3 1 1 1 1 2 14

24 遠 賀 郡 5 2 2 5 2 2 1 2 21

合計 116 7 25 41 107 45 69 1 23 9 33 1 29 497

　 ※注　網掛けは、内訳があるもの。

水
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回
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回

初

任

教

育

火

災

調

査

科

（

B

）

初

級

幹

部

科

特

殊

災

害

科

（

A

）

初

級

幹

部

科

第
141

７　令和７年度消防職員教育別入校予定者数
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番号 消防団名 基礎教育
初　級
幹部科

現場指
揮課程

分団指
揮課程

上　級
幹部科

女性団員
研　修

消防操法
研　修

特別研修 合　　　計

1 北 九 州 市 消 防 団 8            7            7            7             29

2 福 岡 市 消 防 団 10           10

3 大 牟 田 市 消 防 団 2            2            2            1            2            2             11

4 久 留 米 市 消 防 団 5            10           5            2            3            25

5 直 方 市 消 防 団 10           2            2            2            1            3            2             22

6 飯 塚 市 消 防 団 30           5            4            39

7 田 川 市 消 防 団 8            5            13

8 柳 川 市 消 防 団 3            1            2            5             11

9 八 女 市 消 防 団 0

10 筑 後 市 消 防 団 2            2            4

11 大 川 市 消 防 団 5             5

12 行 橋 市 消 防 団 2            2            2            6

13 豊 前 市 消 防 団 3            3

14 中 間 市 消 防 団 5            2            7

15 小 郡 市 消 防 団 30           2            1            1            34

16 筑 紫 野 市 消 防 団 2            2            1            2             7

17 春 日 市 消 防 団 5            5            2            2            5             19

18 大 野 城 市 消 防 団 3            3            2            2            2             12

19 宗 像 市 消 防 団 25           5            1            31

20 太 宰 府 市 消 防 団 2            5             7

21 古 賀 市 消 防 団 6            2            8

22 福 津 市 消 防 団 10           1            11

23 う き は 市 消 防 団 5            5            10

24 宮 若 市 消 防 団 15           1            16

25 嘉 麻 市 消 防 団 30           2            2            34

26 朝 倉 市 消 防 団 0

27 み や ま 市 消 防 団 5            5

28 糸 島 市 消 防 団 3            4            5             12

29 那 珂 川 市 消 防 団 4            4            1            2            11

30 宇 美 町 消 防 団 20           1            21

31 篠 栗 町 消 防 団 20           1            4            25

32 志 免 町 消 防 団 10           1            6            17

33 須 恵 町 消 防 団 15           1            16

34 新 宮 町 消 防 団 15           1            16

35 久 山 町 消 防 団 20           1            21

　　 ８　令和７年度消防団員教育別入校予定者数
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番号 消防団名 基礎教育
初　級
幹部科

現場指
揮課程

分団指
揮課程

上　級
幹部科

女性団員
研　　修

消防操法
研　修

特別研修 合　　　計

36 粕 屋 町 消 防 団 15           1            5            21

37 芦 屋 町 消 防 団 6            1            1            2            2            12

38 水 巻 町 消 防 団 5            4            2            1            12

39 岡 垣 町 消 防 団 5            1            1            1            1            1            10

40 遠 賀 町 消 防 団 4            3            1            1            9

41 小 竹 町 消 防 団 15           15

42 鞍 手 町 消 防 団 9            9

43 桂 川 町 消 防 団 10           10

44 筑 前 町 消 防 団 5            5            3            5            18

45 東 峰 村 消 防 団 5            1            5             11

46 大 刀 洗 町 消 防 団 4            5            1            10

47 大 木 町 消 防 団 1            2            3

48 広 川 町 消 防 団 0

49 香 春 町 消 防 団 6            2            2            1            11

50 添 田 町 消 防 団 17           3            3            2            25

51 糸 田 町 消 防 団 0

52 川 崎 町 消 防 団 10           5            2            4             21

53 大 任 町 消 防 団 0

54 赤 村 消 防 団 2            3            2            7

55 福 智 町 消 防 団 3            3

56 苅 田 町 消 防 団 2            2

57 み や こ 町 消 防 団 0

58 吉 富 町 消 防 団 0

59 上 毛 町 消 防 団 0

60 築 上 町 消 防 団 5            5            5            5            3            5            28

378 65 56 100 37 60 59 0 755合　　　　　　　計
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令和７年４月９日（水）～令和７年９月２５日（木）

（実日数１１５日間）

令和７年４月９日（水）１０時～１０時３０分

令和６年４月４日（木）１１時～１２時７年４月９日（水）１１時～１２時

不可（平日は校内宿泊）通 学 の 可 否

携 行 品

□白手袋□活動服□略帽□防火衣一式（防火衣、防火帽、防火靴、防火手
袋）□安全帯□保安帽□編上靴□革手袋□スリングロープ(４.５ｍ）□カ
ラビナ□電卓□定規□運動靴（屋内用・屋外用・体育館用）□スポーツウ
エア□上履用サンダル□洗面用具類□着替え□印鑑□筆記具類・ノート
□水防服□登下校に着用する服（公務員らしい服装）

教 育 名 消防職員第１４１回初任教育

教 育 の 目 的
　新たに採用された消防職員のすべてに対して基礎的教育訓練を行い、卒
業後、直ちに警防隊員として活動できる職員を養成する。

教 科 目 及 び
時 間 数

４ページを参照してください。

教 育 対 象 者 新規採用者又は未修了の者

教 育 訓 練 期 間

入校受付日時、場
所 及 び 服 装

入 校 式 日 時

受付：体育館２階
服装：制服・制帽・黒短靴

活動服にゼッケンを取り付けてください。
作成要領は２２ページを参照してください。

そ の 他

登 下 校 時 の
借 上 バ ス 等
の 利 用

①借上バスの利用
　JR桂川駅から消防学校まで借上バスを利用することができます。
②自家用車の利用
　登下校に自家用車を利用することができます。
③手続き
　いずれの利用にあっても、所属消防本部に事前に相談をしてください。
　なお、必要な手続きは入校後行うこととなります。
　注）「入校初日については借り上げバスの運行はありません」

前 泊 希 望

　前泊（登校日の前日に消防学校に宿泊すること）を希望する場合は、入
校後手続きを行うこととなります。
　なお、特別な場合を除いて、入校期間中変更することはできません。ま
た、前泊日の夕食及び翌日の朝食はありません。

効 果 測 定 入校期間中に効果測定（筆記及び実科）を実施します。
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①入校申込書（様式１）②身上書（様式２）

食費の内訳：朝食４１０円×８５食
　　　　　　昼食５２０円×１０４食　校外研修弁当代６７０円×６食
　　　　　　夕食５９０円×８５食

提 出 期 間 令和７年２月３日（月）～令和７年２月２８日（金）

　入校申込み受け付け後、入校者を決定しその旨を通知します。
　なお、入校に際して、教育に支障がある疾病、既往症がある者につ
いては、入校を認めないことがあります。

入 校 者 の
決 定

次の要領で、必要書類の提出及び入校経費の納入をしてください。入校申込み要領

提 出 書 類

入 校 経 費 の
納 入 方 法

　入校決定後に入校を取り消した場合は、発注済みの食材や購入済み
の図書等があるため、全額の払い戻しができない場合があります。

入 校 決 定 通 知 後 の
入 校 取 消 し

調査研究費

84,920 97,380

食　　　費

143,100

図書教材費

（円）

共　益　費

44,652

合　　　計

370,052入 校 経 費 額

　入校者の決定通知を受けた後、下記金額を入校前日までに指定口座
に振り込んでください。
　また、「請求書」が必要な場合は、各消防本部作成の請求書及び宛
名を明記した返信用封筒を送付してください。
　※請求書の様式は、６７ページを参考にしてください。

【振込先口座】

福岡銀行大隈支店 普通預金口座 ８６３２２７

口座名義人：福岡県消防学校庶務課長（ﾌｸｵｶｹﾝｼｮｳﾎﾞｳｶﾞｯｺｳｼｮﾑｶﾁｮｳ）

所在地：嘉麻市牛隈1794番地 ☎0948-57-2830
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消防職員初任教育学生用ゼッケン作成要領 

（１）ゼッケンの布地は白色とし、記入については黒字で次のとおりとします。 

ア 胸部ゼッケン           イ 背部ゼッケン 

                       ※字の太さ（幅）は１０㎜以上 

 

 

 

 

  

          

 

 

背部ゼッケン消防本部略称 

消 防 本 部 名 略 称 消 防 本 部 名 略 称 

北 九 州 市 消 防 局 

大 牟 田 市 消 防 本 部 

直 方 市 消 防 本 部 

柳 川 市 消 防 本 部 

筑 後 市 消 防 本 部 

行 橋 市 消 防 本 部 

中 間 市 消 防 本 部 

み や ま 市 消 防 本 部 

糸 島 市 消 防 本 部 

苅 田 町 消 防 本 部 

八 女 消 防 本 部 

筑 紫 野 太 宰 府 消 防 本 部 

北 九 州 

大 牟 田 

直 方 

柳 川 

筑 後 

行 橋 

中 間 

み や ま 

糸 島 

苅 田 

八 女 

筑   太 

飯 塚 地 区 消 防 本 部 

春日・大野城・那珂川消防本部 

田 川 地 区 消 防 本 部 

久 留 米 広 域 消 防 本 部 

京 築 広 域 圏 消 防 本 部 

直方・鞍手広域消防本部 

甘 木 ・ 朝 倉 消 防 本 部 

粕 屋 南 部 消 防 本 部 

宗 像 地 区 消 防 本 部 

粕 屋 北 部 消 防 本 部 

遠 賀 郡 消 防 本 部 

飯 塚 

春 大 那 

田 川 

久 留 米 

京 築 

直 鞍 

甘 木 朝 倉 

粕 屋 南 部 

宗 像 

粕 屋 北 部 

遠 賀 

 

（２）ゼッケンの縫合は、活動服の下図の位置とします。 

ア 胸部ゼッケン位置              イ 背部ゼッケン位置 

 

 

名  字 消 防 本 部 名 略 称 

 

名  字 

７㎝ ７㎝ 

12㎝ 

30㎝ 

ポケット上部

から１ｃｍ 

 

 
後襟下から 10ｃｍ 

 

３.５㎝ 

３.５㎝ 

１０㎝ １０㎝ 

20㎝ 

１０㎝ 



令和６年１２月１１日（水）～令和６年１２月１７日（火）７年１２月１５日（月）～令和７年１２月２３日（火）

（実日数7日間）

令和７年１２が７年１２月１５日（月）９時～９時３０分

令和６年１２月１１日（水）１０時～７年１２月１５日（月）１０時～

令和６年１２月１７日（火）１６時～７年１２月２３日（火）１６時～

入校期間中に効果測定を実施します。効 果 測 定

そ の 他 自家用車乗り入れ可

入 校 式 日 時

携 行 品

□制服□制帽□黒短靴□白手袋□活動服□略帽□防火衣一式□安全帯□
保安帽□革手袋□編上靴□運動靴（屋内用・屋外用）□スポーツウエア
□上履き用サンダル□洗面用具類□着替え□印鑑□筆記具類・ノート□
水防服
※必要に応じ防寒衣

修 了 式 日 時

通 学 の 可 否
　可
　※登校は８時４５分までとします。

教 育 対 象 者 各級指揮者又は指揮者となる予定の者

教 育 訓 練 期 間

入校受付日時、場
所 及 び 服 装 受付：宿泊棟１階エントランスホール

服装：制服又は公務員らしい服装

教 育 名 消防職員専科教育第１２回特殊災害科

教 育 の 目 的
　各級指揮者として、多数の傷病者を発生させるおそれが高く、消防活
動に困難を伴う災害現場において、特に隊員の安全管理に配慮しつつ、
適切、効果的な消防戦術を指揮できる職員を養成する。

教 科 目 及 び
時 間 数

５ページを参照してください。
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43,270 36,620

（円） 食費の内訳：朝食４１０円×５食
            昼食５２０円×６食  校外研修弁当代６７０円×１食
            夕食５９０円×５食

食　　　費

図書教材費 調査研究費
共益費
（宿泊者
のみ）

合　　　計

宿泊者 通学者 宿泊者 通学者

提 出 期 間 令和７年１０月１５日（水）～令和７年１１月１４日（金）

入校決定通知後の
入 校 取 消 し

　入校決定後に入校を取り消した場合は、発注済みの食材や購入済みの
図書等があるため、全額の払い戻しができない場合があります。

入 校 経 費 額 8,790 3,790 26,960 5,870 1,650

入 校 者 の
決 定

　入校申込み受付の後、入校者を決定しその旨を通知します。
　なお、入校に際して、教育に支障がある疾病、既往症がある者につい
ては、入校を認めないことがあります。

入 校 経 費 の
納 入 方 法

　入校者の決定通知を受けた後、下記金額を入校前日までに指定口座に
振り込んでください。
　また、「請求書」が必要な場合は、各消防本部作成の請求書及び宛名
を明記した返信用封筒を送付してください。
※請求書の様式は、６７ページを参考に作成してください。

入 校 申 込 み 要 領 次の要領で、必要書類の提出及び入校経費の納入をしてください。

提 出 書 類 ①入校申込書（様式１）②身上書（様式２）

【振込先口座】

福岡銀行大隈支店 普通預金口座 ８６３２２７

口座名義人：福岡県消防学校庶務課長（ﾌｸｵｶｹﾝｼｮｳﾎﾞｳｶﾞｯｺｳｼｮﾑｶﾁｮｳ）

所在地：嘉麻市牛隈1794番地 ☎0948-57-2830
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令和６年１２月１１日（水）～令和６年１２月１７日（火）７年１１月２７日（木）～令和７年１２月１０日（水）

（実日数１０日間）

令和７年１１月２７日（木）９時～９時３０分

令和７年１１月２７日（木）１０時～

令和７年１２月１０日（水）１６時～

そ の 他 自家用車乗り入れ可

事 例 研 究 及 び
効 果 測 定

①事例研究
　〇目的
　　業務上の事例や課題について、自発的研究意欲を高めるとともに、
  課題解決方策や討議要領を修得させるために行うものです。
　〇研究テーマについて
　　研究テーマについては、入校許可通知の際に示しますので、その内
　容を事例研究資料「様式３」により作成し、指定された日までに送付
　してください。
　〇作成要領について
　　資料作成にあたっては、法的根拠や背景、現状、問題点を把握し、
　その対応策等を具体的に記載してください。
　〇その他
　　事例研究に必要な参考図書等は、入校前によく調べ、入校時に持参
　してください。
　※個人のノートＰＣの持ち込みは可能です。
　　事例発表については、Microsoft Power Point 2007 以降のﾊﾞｰｼﾞｮﾝ
　を使用してください。
②効果測定　入校期間中に効果測定を実施します。

教 育 対 象 者 火災調査事務担当者又は担当となる予定の者

教 育 訓 練 期 間

入校受付日時、場
所 及 び 服 装 受付：宿泊棟１階エントランスホール

服装：制服又は公務員らしい服装

入 校 式 日 時

携 行 品

□制服□制帽□黒短靴□白手袋□活動服□略帽□保安帽□革手袋□ゴム
長靴□運動靴（屋内用・屋外用）□スポーツウエア□上履用サンダル□
洗面用具類□着替え□印鑑□筆記具類・ノート□消防関係法令集□水防
服
※必要に応じ防寒衣

修 了 式 日 時

通 学 の 可 否
　可
　※登校は８時４５分までとします。

教 育 名 消防職員専科教育第２１回火災調査科

教 育 の 目 的
　火災原因調査に係る専門的知識及び技能を修得し、これらの知識を適
切に活用して火災調査業務を的確に遂行できる職員を養成する。

教 科 目 及 び
時 間 数

６ページを参照してください。
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70,620 61,970

（円） 食費の内訳：朝食４１０円×７食
            昼食５２０円×９食  校外研修弁当代６７０円×１食
            夕食５９０円×７食

入校決定通知後の
入 校 取 消 し

　入校決定後に入校を取り消した場合は、発注済みの食材や購入済みの
図書等があるため、全額の払い戻しができない場合があります。

入 校 経 費 額 12,350 5,350 52,250 4,370 1,650

食　　　費
図書教材費 調査研究費

共益費
（宿泊者
のみ）

合　　　計

宿泊者 通学者 宿泊者 通学者

提 出 期 間
令和７年９月２６日（金）～令和７年１０月２７日（月）
※事例研究資料は別途指定

入 校 者 の
決 定

　入校申込み受付の後、入校者を決定しその旨を通知します。
　なお、入校に際して、教育に支障がある疾病、既往症がある者につい
ては、入校を認めないことがあります。

入 校 経 費 の
納 入 方 法

　入校者の決定通知を受けた後、下記金額を入校前日までに指定口座に
振り込んでください。
　また、「請求書」が必要な場合は、各消防本部作成の請求書及び宛名
を明記した返信用封筒を送付してください。
※請求書の様式は、６７ページを参考に作成してください。

入 校 申 込 み 要 領 次の要領で、必要書類の提出及び入校経費の納入をしてください。

提 出 書 類 ①入校申込書（様式１）②身上書（様式２）③事例研究資料（様式３）

【振込先口座】

福岡銀行大隈支店 普通預金口座 ８６３２２７

口座名義人：福岡県消防学校庶務課長（ﾌｸｵｶｹﾝｼｮｳﾎﾞｳｶﾞｯｺｳｼｮﾑｶﾁｮｳ）

所在地：嘉麻市牛隈1794番地 ☎0948-57-2830
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令和８年１月７日（水）～令和８年２月２６日（木）

（実日数３４日間）

令和８年１月７日（水）９時～９時３０分

令和８年１月７日（水）１０時～

令和８年２月２６日（木）１６時～

入校期間中に効果測定（筆記及び実技）を実施します。

受付：体育館１階ピロティ
服装：制服又は公務員らしい服装

入校受付日時、場
所 及 び 服 装

入 校 式 日 時

携 行 品

通 学 の 可 否

終 了 式 日 時

病 院 実 習 及 び
救急車同乗実習

修 了 証 書
の 交 付

　救急医学に関する基礎知識に基づき、応急処置時における的確な観
察・判断能力、応急処置に必要な専門的技能を修得し、救急隊員とし
て活動できる職員を養成する。

６ページを参照してください。

救急隊員となる予定の者

□制服□制帽□黒短靴□白手袋□活動服□略帽□保安帽□革手袋□運
動靴（屋内用・屋外用）□スポーツウエア□上履用サンダル□洗面用
具類□着替え□印鑑□筆記具類・ノート□感染防護上衣（ディスポ
可）
※必要に応じ防寒衣

　可
　※登校は８時４５分までとします。

①消防学校における講義終了後、「病院実習及び救急車同乗実習のガ
イドライン」（２９ページ）に準拠し、各所属において実施してくだ
さい。
②消防学校長への報告書（様式５）は、所属において作成、実習実施
結果報告書（様式５－１、５－２）にあっては、実習者本人が作成し
てください。（鉛筆不可）
※様式は３０～３２ページ

　消防学校長への「病院実習及び救急車同乗実習」の結果報告が提出
された後、実習内容を確認の上修了証書を交付します。（修了証書の
日付は決裁日）

そ の 他

効 果 測 定

自家用車乗り入れ可
駐車場所は屋外訓練場１

消防職員専科教育第４２回救急科教 育 名

教 育 の 目 的

教 科 目 及 び
時 間 数

教 育 対 象 者

教 育 訓 練 期 間
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①入校申込書（様式１）②身上書（様式２）

（円）

図書教材費 調査研究費
共益費
（宿泊者
のみ）

43,560 5,800 4,400

食費の内訳：朝食４１０円×２５食
　　　　　　昼食５２０円×３３食　校外研修弁当代６７０円×１食
　　　　　　夕食５９０円×２５食

　入校決定後に入校を取り消した場合は、発注済みの食材や購入済み
の図書等があるため、全額の払い戻しができない場合があります。

42,830

通学者

96,590

入 校 申 込 み 要 領

　令和７年１０月７日（火）～令和７年１２月５日（金）

入校決定通知後の
入 校 取 消 し

　入校者の決定通知を受けた後、下記金額を入校前日までに指定口座
に振り込んでください。
　また、「請求書」が必要な場合は、各消防本部作成の請求書及び宛
名を明記した返信用封筒を送付してください。
※請求書の様式は、６７ページを参考に作成してください。

合　　　計

宿泊者

入 校 経 費 額

次の要領で、必要書類の提出及び入校経費の納入をしてください。

17,830

提 出 書 類

提 出 期 間

入 校 者 の
決 定

入 校 経 費 の
納 入 方 法

宿泊者 通学者

食　　　費

67,190

　入校申込み受付の後、入校者を決定しその旨を通知します。
　なお、入校に際して、教育に支障がある疾病、既往症がある者につ
いては、入校を認めないことがあります。

【振込先口座】

福岡銀行大隈支店 普通預金口座 ８６３２２７

口座名義人：福岡県消防学校庶務課長（ﾌｸｵｶｹﾝｼｮｳﾎﾞｳｶﾞｯｺｳｼｮﾑｶﾁｮｳ）

所在地：嘉麻市牛隈1794番地 ☎0948-57-2830
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病院実習及び救急車同乗実習のガイドライン 

 

病院実習及び救急車同乗実習にあっては、次の「Ⅰ 基本的事項」に基づくとともに、「Ⅱ

実習のガイドライン」に準拠し、実施するものとする。 

 

 

 

  ① 病院実習は、入校学生を派遣した各消防本部が単独でまたは近隣消防本部との共

同により実習病院先を確保し、実施する。 

実習先病院は、原則管内の病院から選定するものとし、救急救命士の病院実習に支

障をきたさないよう配慮する。 

また、救急車同乗実習にあっては、それぞれの所属消防本部において実施する。 

② 実習の実施時期は、消防学校における救急教育終了後、遅くとも半年以内とする。 

③ 実習実施後、その結果を「様式５」「様式５－１」及び「様式５－２」により、消

防学校長あてに提出する。 

④ 消防学校は、提出された報告書の実習内容を確認の上、救急教育の修了証を交付す

る。 

 

 

 

１ 病院実習について 

（１）実習先病院（選定基準） 

原則として、救急告示病院で、救急患者の受け入れが多く行われているなど、

実習効果が期待できる病院とする。 

（２）実習時間 

隔日勤務者の一当務分とし、時間数にして１２時間程度とする。 

（３）実習の内容 

救急隊員が行う応急処置等に使用する機器の操作、データの判読、患者に対する

処置の補助を行う。 

なお、機器の操作等の実習については、下記の９項目とする。 

①聴診器の使用による心音・呼吸音の聴取 

②血圧計の使用による血圧の測定 

③心電計の使用による心拍動の観察および心電図伝送 

④鉗子・吸引器による咽頭・声門上部の異物の除去 

⑤経鼻エアウエイによる気道確保 

⑥パルスオキシメーターによる血中酸素飽和度の測定 

⑦ショックパンツの使用による血圧の保持および下肢の固定 

⑧自動式心マッサージ器の使用による体外式胸骨圧迫心マッサージ 

⑨特定在宅療法継続中の傷病者の処置の維持 

 

２ 救急車同乗実習について 

（１）実習場所 

原則として、所属消防本部の救急隊で、出動件数が多いなど、実習効果が期待で

きる救急隊とする。 

（２）実習時間 

隔日勤務者の一当務分とし、時間数にして１６時間程度とする。 

（３）実習の内容 

ア 救急隊が行う応急処置等の見学及び救急隊長の指示による補助等 

イ 救急車に積載する各種機器の操作等 

Ⅰ 基本事項 

Ⅱ 実習のガイドライン 
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（様式５）消防職員救急科 

 

                                          第     号 

  年  月  日 

 

 

 

 

   福岡県消防学校長 殿 

 

 

 
 

                         所属長名            

 公印 
 

 

 

 

 

 消防職員専科教育第  回救急科病院実習及び救急車同乗実習について 

 

 

   このことについて、別紙のとおり実施したので報告します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



（様式５－１）消防職員救急科用

※　実習者が作成してください。（鉛筆不可）

実　習　内　容

（具体的に記入す
ること。
特に患者に直接
行った行為は確
実に記入するこ
と。）

実
習
者

消防職員専科教育　第　　　　　回　救急科

（自署）

実
習
先

備　　　　　　考

時　間　経　過 実　　施　　項　　目　　と　　そ　　の　　内　　容

病　　院　　名

所　　在　　地

　　　　年　　月　　日　（　　　）　　　時　　　分から　　月　　日　（　　　）　　　　時　　　分まで

　　　　年　　月　　日　（　　　）　　　時　　　分から　　月　　日　（　　　）　　　　時　　　分まで
教育実施日時

病 院 実 習 実 施 結 果 報 告 書

教 育 種 別

消防本部名

氏　　　　 名

学
籍
番
号
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（様式５－２）消防職員救急科用

※　実習者が作成してください。(鉛筆不可）

（具体的に記入す
ること。
特に患者に直接
行った行為は確
実に記入するこ
と。）

出動件数

件

備　　　　　　考

救 急 車 同 乗 実 習 実 施 結 果 報 告 書

教 育 種 別

消防本部名

氏　　　　 名

学
籍
番
号

実　習　内　容

時　間　経　過

実
習
者

消防職員専科教育　第　　　　　回　救急科

（自署）

実
習
先

実　　施　　項　　目　　と　　そ　　の　　内　　容

消防署（所）名

救　急　隊　名

　　　　年　　月　　日　（　　　）　　　時　　　分から　　月　　日　（　　　）　　　　時　　　分まで

　　　　年　　月　　日　（　　　）　　　時　　　分から　　月　　日　（　　　）　　　　時　　　分まで
教育実施日時
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令和７年１０月８日（水）～令和７年１１月６日（木）

（実日数２０日間）

令和７年１０月８日（水）９時～９時３０分

令和７年１０月８日（水）１０時～

令和７年１１月６日（木）１６時～

入校期間中に効果測定を実施します。

入 校 式 日 時

携 行 品

□制服□制帽□黒短靴□白手袋□救助服□略帽□防火衣一式□フル
ハーネス型墜落制止用器具（持参できない場合は腰ベルト型でも可。
または学校へ事前連絡をお願いいたします）□保安帽□革手袋□編上
靴□スリングロープ□カラビナ□ＰＰＥ（防塵眼鏡、防塵マスク、耳
栓、肘及び膝の保護具）□運動靴（屋内用・屋外用）□スポーツウエ
ア□上履用サンダル□洗面用具類□着替え□筆記具類・ノート□印鑑
□水防服
※必要に応じ防寒衣

終 了 式 日 時

通 学 の 可 否
　可
　※登校は８時４５分までとします。

そ の 他 自家用車乗り入れ可

効 果 測 定

教 育 対 象 者 救助隊員又は救助隊員となる予定の者で、４０歳未満の者

教 育 訓 練 期 間

入校受付日時、場
所 及 び 服 装 受付：宿泊棟１階エントランスホール

服装：制服又は公務員らしい服装

教 育 名 消防職員専科教育第３９回救助科

教 育 の 目 的
　救助活動に係る最新の専門的知識及び専門的で高度な技能、技術を
修得し、救助隊員として活動できる隊員を養成する。

教 科 目 及 び
時 間 数

６ページを参照してください。
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①入校申込書（様式１）②身上書（様式２）

入 校 経 費 の
納 入 方 法

　入校者の決定通知を受けた後、下記金額を入校前日までに指定口座
に振り込んでください。
　また、「請求書」が必要な場合は、各消防本部作成の請求書及び宛
名を明記した返信用封筒を送付してください。
※請求書の様式は、６７ページを参考に作成してください。

食　　　費

図書教材費 調査研究費
共益費
（宿泊者
のみ）

合　　　計

宿泊者 通学者 宿泊者 通学者

入校決定通知後の
入 校 取 消 し

　入校決定後に入校を取り消した場合は、発注済みの食材や購入済み
の図書等があるため、全額の払い戻しができない場合があります。

入 校 経 費 額 25,700 10,700 24,990 11,900 2,750 65,340 47,590

（円） 食費の内訳：朝食４１０円×１５食
　　　　　　昼食５２０円×１８食　校外研修弁当代６７０円×２食
　　　　　　夕食５９０円×１５食

提 出 期 間 　令和７年８月８日（金）～令和７年９月８日（月）

入 校 者 の
決 定

　入校申込み受付の後、入校者を決定しその旨を通知します。
　なお、入校に際して、教育に支障がある疾病、既往症がある者につ
いては、入校を認めないことがあります。

入 校 申 込 み 要 領 次の要領で、必要書類の提出及び入校経費の納入をしてください。

提 出 書 類

【振込先口座】

福岡銀行大隈支店 普通預金口座 ８６３２２７

口座名義人：福岡県消防学校庶務課長（ﾌｸｵｶｹﾝｼｮｳﾎﾞｳｶﾞｯｺｳｼｮﾑｶﾁｮｳ）

所在地：嘉麻市牛隈1794番地 ☎0948-57-2830
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令和７年１１月１０日（月）～令和７年１１月１４日（金）

（実日数５日間）

令和７年１１月１０日（月）９時～９時３０分

令和７年１１月１０日（月）１０時～

令和７年１１月１４日（金）１６時～

携 行 品

□制服□制帽□黒短靴□白手袋□活動服□略帽□防火衣一式□安全帯
□保安帽□革手袋□編上靴□運動靴（屋内用・屋外用）□スポーツウエ
ア□上履用サンダル□洗面用具類□着替え□印鑑□筆記具類・ノート
□水防服
※必要に応じ防寒衣

教 育 名 消防職員幹部教育第１８回初級幹部科（Ａ）

教 育 の 目 的
　消防士長に対し、分隊長（小隊長）として必要な業務管理や現場指揮
要領を修得し、上司の補佐及び部下の指導を行い、業務の遂行ができる
職員を養成する。

教 科 目 及 び
時 間 数

７ページを参照してください。

教 育 対 象 者 消防士長の階級にある者

教 育 訓 練 期 間

入校受付日時、場
所 及 び 服 装

入 校 式 日 時

受付：宿泊棟１階エントランスホール
服装：制服又は公務員らしい服装

修 了 式 日 時

通 学 の 可 否
　可
　※登校は８時４５分までとします。

そ の 他 自家用車乗り入れ可
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①入校申込書（様式１）②身上書（様式２）

入 校 者 の
決 定

　入校申込み受付の後、入校者を決定しその旨を通知します。
　なお、入校に際して、教育に支障がある疾病、既往症がある者につい
ては、入校を認めないことがあります。

入 校 申 込 み 要 領 次の要領で、必要書類の提出及び入校経費の納入をしてください。

提 出 書 類

提 出 期 間 令和７年９月１０日（水）～令和７年１０月１０日（金）

　入校者の決定通知を受けた後、下記金額を入校前日までに指定口座に
振り込んでください。
　また、「請求書」が必要な場合は、各消防本部作成の請求書及び宛名
を明記した返信用封筒を送付してください。
※請求書の様式は、６７ページを参考に作成してください。

食　　　費
図書教材費 調査研究費

共益費
（宿泊者
のみ）

合　　　計

宿泊者 通学者 宿泊者

（円） 食費の内訳：朝食４１０円×４食
　　　　　　昼食５２０円×５食
　　　　　　夕食５９０円×４食

入校決定通知後の
入 校 取 消 し

　入校決定後に入校を取り消した場合は、発注済みの食材や購入済みの
図書等があるため、全額の払い戻しができない場合があります。

通学者

入 校 経 費 額 6,600 2,600 16,620 1,100 24,320 19,220

入 校 経 費 の
納 入 方 法 【振込先口座】

福岡銀行大隈支店 普通預金口座 ８６３２２７

口座名義人：福岡県消防学校庶務課長（ﾌｸｵｶｹﾝｼｮｳﾎﾞｳｶﾞｯｺｳｼｮﾑｶﾁｮｳ）

所在地：嘉麻市牛隈1794番地 ☎0948-57-2830
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令和７年１０月１５日（水）～令和７年１０月２８日（火）

（実日数１０日間）

令和７年１０月１５日（水）９時～９時３０分

令和７年１０月１５日（水）１０時～

令和７年１０月２８日（火）１６時～

〇作成要領について
　資料作成にあたっては、法的根拠や背景、現状、問題点を把握し、その　　
対応策等を具体的に記載してください。

用してください。

〇その他
　事例研究に必要な参考図書等は、入校前によく調べ、入校時に持参して
ください。
※個人のノートＰＣの持込は可能です。
　事例発表については、Microsoft Power Point 2007 以降のﾊﾞｰｼﾞｮﾝを使

解決方策や討議要領を修得させるために行うものです。
〇研究テーマについて
　研究テーマについては、入校許可通知の際に示しますので、その内容を
事例研究資料「様式３」により作成し、指定された日までに送付してくだ
さい。

携 行 品

□制服□制帽□黒短靴□白手袋□活動服□略帽□保安帽□革手袋□編上靴
□運動靴（屋内用・屋外用）□スポーツウエア□上履用サンダル□洗面用
具類□着替え□印鑑□筆記具類・ノート□事例研究資料□消防関係法令集
□水防服
※必要に応じ防寒衣

教 育 名 消防職員幹部教育第５４回初級幹部科（Ｂ）

教 育 の 目 的
　消防司令補に対し、初級幹部として、旺盛な職務遂行の意欲にあふれ、
消防行政の現状や課題を理解し、上司の補佐及び部下の指導を行い、業務
の遂行ができる職員を養成する。

教 科 目 及 び
時 間 数

７ページを参照してください。

教 育 対 象 者 消防司令補の階級にある者

教 育 訓 練 期 間

入校受付日時、場
所 及 び 服 装

入 校 式 日 時

受付：宿泊棟１階エントランスホール
服装：制服又は公務員らしい服装

修 了 式 日 時

通 学 の 可 否
　可
　※登校は８時４５分までとします。

事 例 研 究

そ の 他 自家用車乗り入れ可

〇目的
　業務上の事例や課題について、自発的研究意欲を高めるとともに、課題　
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入 校 者 の
決 定

　入校申込み受付の後、入校者を決定しその旨を通知します。
　なお、入校に際して、教育に支障がある疾病、既往症がある者について
は、入校を認めないことがあります。

入 校 申 込 み 要 領 　次の要領で、必要書類の提出及び入校経費の納入をしてください。

提 出 書 類

提 出 期 間
令和７年８月１５日（金）～令和７年９月１６日（火）
※事例研究資料は別途指定

①入校申込書（様式１）②身上書（様式２）③事例研究資料（様式３）

入 校 経 費 の
納 入 方 法

　入校者の決定通知を受けた後、下記金額を入校前日までに指定口座に振
り込んでください。
　また、「請求書」が必要な場合は、各消防本部作成の請求書及び宛名を
明記した返信用封筒を送付してください。
※請求書の様式は、６７ページを参考に作成してください。

食　　　費
図書教材費 調査研究費

共益費
（宿泊者
のみ）

合　　　計

宿泊者 通学者 宿泊者

（円） 食費の内訳：朝食４１０円×７食
　　　　　　昼食５２０円×９食　　校外研修弁当代６７０円×１食
　　　　　　夕食５９０円×７食

入校決定通知後の
入 校 取 消 し

　入校決定後に入校を取り消した場合は、発注済みの食材や購入済みの図
書等があるため、全額の払い戻しができない場合があります。

通学者

入 校 経 費 額 12,350 5,350 18,830 5,940 1,650 38,770 30,120

【振込先口座】

福岡銀行大隈支店 普通預金口座 ８６３２２７

口座名義人：福岡県消防学校庶務課長（ﾌｸｵｶｹﾝｼｮｳﾎﾞｳｶﾞｯｺｳｼｮﾑｶﾁｮｳ）

所在地：嘉麻市牛隈1794番地 ☎0948-57-2830
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令和７年６月４日（水）～令和７年６月１２日（木）

（実日数７日間）

令和７年６月４日（水）９時～９時３０分

令和７年６月４日（水）１０時～

令和７年６月１２日（木）１６時～

そ の 他 自家用車乗り入れ可

事 例 研 究

〇目的
　業務上の事例や課題について、自発的研究意欲を高めるとともに、課
題解決方策や討議要領を修得させるために行うものです。
〇研究テーマについて
　研究テーマについては、入校許可通知の際に示しますので、その内容
を事例研究資料「様式３」により作成し、指定された日までに送付して
ください。
〇作成要領について
　資料作成にあたっては、法的根拠や背景、現状、問題点を把握し、そ
の対応策等を具体的に記載してください。
〇その他
　事例研究に必要な参考図書等は、入校前によく調べ、入校時に持参し
てください。
※個人のノートＰＣの持ち込みは可能です。
　事例発表については、Microsoft Power Point 2007 以降のﾊﾞｰｼﾞｮﾝを
使用してください。

教 育 対 象 者 消防司令の階級にある者。

教 育 訓 練 期 間

入校受付日時、場
所 及 び 服 装 受付：宿泊棟１階エントランスホール

服装：制服又は公務員らしい服装

入 校 式 日 時

携 行 品

□制服□制帽□黒短靴□白手袋□活動服□略帽□保安帽□革手袋□編上
靴□運動靴（屋内用・屋外用）□スポーツウエア□上履用サンダル□洗
面用具□着替え□印鑑□筆記具類・ノート□事例研究資料□消防関係法
令集□水防服

修 了 式 日 時

通 学 の 可 否
　可
　※登校は８時４５分までとします。

教 育 名 消防職員幹部教育第３２回中級幹部科

教 育 の 目 的
　原則として消防司令に対し、中級幹部として、消防行政の動向を理解
するとともに、迅速かつ的確な意思決定により、上司の補佐及び部下の
指揮監督を行い、組織を管理運営できる職員を養成する。

教 科 目 及 び
時 間 数

７ページを参照してください。
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39,070 32,420

（円） 食費の内訳：朝食４１０円×５食
　　　　　　昼食５２０円×６食　　校外研修弁当代６７０円×１食
　　　　　　夕食５９０円×５食

入校決定通知後の
入 校 取 消 し

　入校決定後に入校を取り消した場合は、発注済みの食材や購入済みの
図書等があるため、全額の払い戻しができない場合があります。

入 校 経 費 額 8,790 3,790 18,730 9,900 1,650

食　　　費
図書教材費 調査研究費

共益費
（宿泊者
のみ）

合　　　計

宿泊者 通学者 宿泊者 通学者

提 出 期 間
令和７年４月４日（金）～令和７年５月２日（金）
※事例研究資料は別途指定

入 校 者 の
決 定

　入校申込み受付の後、入校者を決定しその旨を通知します。
　なお、入校に際して、教育に支障がある疾病、既往症がある者につい
ては、入校を認めないことがあります。

入 校 経 費 の
納 入 方 法

　入校者の決定通知を受けた後、下記金額を入校前日までに指定口座に
振り込んでください。
　また、「請求書」が必要な場合は、各消防本部作成の請求書及び宛名
を明記した返信用封筒を送付してください。
※請求書の様式は、６７ページを参考に作成してください。

入 校 申 込 み 要 領 次の要領で、必要書類の提出及び入校経費の納入をしてください。

提 出 書 類 ①入校申込書（様式１）②身上書（様式２）③事例研究資料（様式３）

【振込先口座】

福岡銀行大隈支店 普通預金口座 ８６３２２７

口座名義人：福岡県消防学校庶務課長（ﾌｸｵｶｹﾝｼｮｳﾎﾞｳｶﾞｯｺｳｼｮﾑｶﾁｮｳ）

所在地：嘉麻市牛隈1794番地 ☎0948-57-2830
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令和７年１１月１７日（月）～令和７年１１月２１日（金）

（実日数５日間）

令和７年１１月１７日（月）９時～９時３０分

令和７年１１月１７日（月）１０時～

令和７年１１月２１日（金）１６時～

携 行 品

□制服□制帽□黒短靴□白手袋□活動服□略帽□防火衣一式□安全帯
□保安帽□革手袋□編上靴□運動靴（屋内用・屋外用）□スポーツウ
エア□上履用サンダル□洗面用具類□着替え□印鑑□筆記具類・ノー
ト□水防服
※必要に応じ防寒衣

教 育 名 消防職員特別教育第１９回警防実務研修

教 育 の 目 的
　消防士及び消防副士長に対し、火災防ぎょを中心とした実科訓練を
実施することにより、隊員としての防ぎょ活動及び機関運用能力を備
えた職員を養成する。

教 科 目 及 び
時 間 数

９ページを参照してください。

教 育 対 象 者 消防士及び消防副士長の階級にある者

教 育 訓 練 期 間

入校受付日時、場
所 及 び 服 装

入 校 式 日 時

受付：宿泊棟１階エントランスホール
服装：制服又は公務員らしい服装

修 了 式 日 時

通 学 の 可 否
　可
　※登校は８時４５分までとします。

そ の 他 自家用車乗り入れ可
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①入校申込書（様式１）②身上書（様式２）

入 校 経 費 の
納 入 方 法

　入校者の決定通知を受けた後、下記金額を入校前日までに指定口座
に振り込んでください。
　また、「請求書」が必要な場合は、各消防本部作成の請求書及び宛
名を明記した返信用封筒を送付してください。
※請求書の様式は、６７ページを参考に作成してください。

入 校 申 込 み 要 領 次の要領で、必要書類の提出及び入校経費の納入をしてください。

提 出 書 類

提 出 期 間 令和７年９月１７日（水）～令和７年１０月１７日（金）

入 校 者 の
決 定

　入校申込み受付の後、入校者を決定しその旨を通知します。
　なお、入校に際して、教育に支障がある疾病、既往症がある者につ
いては、入校を認めないことがあります。

食　　　費
図書教材費 調査研究費

共益費
（宿泊者
のみ）

合　　　計

宿泊者 通学者 宿泊者 通学者

21,520 16,420

（円） 食費の内訳：朝食４１０円×４食
　　　　　　昼食５２０円×５食
　　　　　　夕食５９０円×４食

入校決定通知後の
入 校 取 消 し

　入校決定後に入校を取り消した場合は、発注済みの食材や購入済み
の図書等があるため、全額の払い戻しができない場合があります。

入 校 経 費 額 6,600 2,600 13,820 1,100

【振込先口座】

福岡銀行大隈支店 普通預金口座 ８６３２２７

口座名義人：福岡県消防学校庶務課長（ﾌｸｵｶｹﾝｼｮｳﾎﾞｳｶﾞｯｺｳｼｮﾑｶﾁｮｳ）

所在地：嘉麻市牛隈1794番地 ☎0948-57-2830
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令和７年９月２９日（月）～令和７年１０月３日（金）

（実日数５日間）

令和７年９月２９日（月）９時～９時３０分

令和７年９月２９日（月）１０時～

令和７年１０月３日（金）１６時～

受付：宿泊棟１階エントランスホール
服装：制服又は公務員らしい服装

教 育 名 消防職員特別教育第２回水難救助実務研修

教 育 の 目 的
　水難救助に必要な安全知識、潜水技術等を取得し、安全、確実、迅
速に活動できる隊員を養成する。

教 科 目 及 び
時 間 数

9ページを参照してください。

教 育 対 象 者

 労働安全衛生法による潜水士免許既取得者を対象とし、水難救助隊員
又は水難救助隊員となる予定の者で、一定の泳力（クロール又は平泳
ぎで５００ｍ以上かつ立ち泳ぎで３分以上）を保持し、高気圧作業安
全衛生規則４１条に該当しない者。

教 育 訓 練 期 間

入校受付日時、場
所 及 び 服 装

そ の 他 自家用車乗り入れ可

入 校 式 日 時

携 行 品

□制服□制帽□黒短靴□白手袋□活動服□略帽□運動靴（屋内用・屋
外用）□スポーツウエア□上履用サンダル□洗面用具類□着替え□印
鑑□筆記具類・ノート□水着□潜水用具一式□ボンベ２本□プール用
サンダル

修 了 式 日 時

通 学 の 可 否
　可
　※登校は８時４５分までとします。

43



①入校申込書（様式１）②身上書（様式２）

提 出 期 間 令和７年７月２９日（火）～令和７年８月２９日（金）

入 校 申 込 み 要 領 次の要領で、必要書類の提出及び入校経費の納入をしてください。

提 出 書 類

入 校 者 の
決 定

　入校申込み受付の後、入校者を決定しその旨を通知します。
　なお、入校に際して、教育に支障がある疾病、既往症がある者につ
いては、入校を認めないことがあります。

入 校 経 費 の
納 入 方 法

　入校者の決定通知を受けた後、下記金額を入校前日までに指定口座
に振り込んでください。
　また、「請求書」が必要な場合は、各消防本部作成の請求書及び宛
名を明記した返信用封筒を送付してください。
※請求書の様式は、６７ページを参考に作成してください。

食　　　費
図書教材費 調査研究費

共益費
（宿泊者
のみ）

合　　　計

宿泊者 通学者 宿泊者 通学者

入校決定通知後の
入 校 取 消 し

　入校決定後に入校を取り消した場合は、発注済みの食材や購入済み
の図書等があるため、全額の払い戻しができない場合があります。

1,100 29,670 24,570

（円）
食費の内訳：朝食４１０円×４食
　　　　　　昼食５２０円×５食
　　　　　　夕食５９０円×４食

入 校 経 費 額 6,600 2,600 21,970

【振込先口座】

福岡銀行大隈支店 普通預金口座 ８６３２２７

口座名義人：福岡県消防学校庶務課長（ﾌｸｵｶｹﾝｼｮｳﾎﾞｳｶﾞｯｺｳｼｮﾑｶﾁｮｳ）

所在地：嘉麻市牛隈1794番地 ☎0948-57-2830
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福岡・筑後ブロック 令和７年４月１３日（日）

北九州・筑豊ブロック令和７年４月２０日（日）

福岡・筑後ブロック 令和７年４月１３日（日）　９時３０分～

北九州・筑豊ブロック令和７年４月２０日（日）　９時３０分～

福岡・筑後ブロック 令和７年４月１３日（日）

北九州・筑豊ブロック 令和７年４月２０日（日）

そ の 他

　教育ではホースの搬送及び訓練礼式を行います。
　各市町村消防団事務担当者及び引率者にあっては、既往症や当日の体調
について十分な確認をお願いします。
　
　自家用車乗り入れ可
　※駐車台数に制限があるので、出来るだけ市町村のバス又は乗合いで
    登校ください。

携 行 品
□略帽□革手袋又は軍手□保安帽□運動靴（屋内用・屋外用）□着替え
（必要に応じ）
□筆記具類・ノート□雨衣（雨天時のみ）□昼食

修 了 式 日 時

１５時３０分～

１５時３０分～

入 校 式 日 時

教 育 名 消防団員教育基礎教育

教 育 の 目 的
　任命後経験年数の短い消防団員に対して行う基礎的教育訓練をいい、消
防団員として基本的な知識技術を修得し、効果的な消防活動ができる消防
団員を養成する。

教 科 目 及 び
時 間 数

１０ページを参照してください。

教 育 対 象 者 新入団員又は未修了者で実務経験が３年未満の者

実 施 日

入校受付時間、
場 所 及 び 服 装

実施日の９時～９時２０分

受付：管理棟１階エントランスホール
服装：活動服
※受付は、市町村毎に代表者が行ってください。

（実日数１日間）
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　①入校申込書（様式４）

（円）

入 校 経 費 額

入校申込み後の
入 校 取 消 し

　入校申込み後に入校を取り消した場合は、購入済みの図書等があるた
め、全額の払い戻しができない場合があります。

図書教材費

2,420

提 出 期 間

福岡・筑後ブロック
令和７年２月１３日（木）～令和７年３月１３日（木）
北九州・筑豊ブロック
令和７年２月２０日（木）～令和７年３月１９日（水）

入 校 者 の
決 定

　入校申込み受付時点で、原則として入校を許可し、その通知を省略しま
す。
　なお、入校に際して、教育に支障がある疾病、既往症がある者について
は、入校を認めないことがあります。

入 校 経 費 の
納 入 方 法

　入校人員確定後（教育修了後）、下記金額を指定口座に速やかに振り込
んでください。現金での支払いはできません。
　また、「請求書」が必要な場合は、各市町村作成の請求書又は各消防本
部作成の請求書並びに宛先を明記した返信用封筒を送付してください。
※請求書の様式は、６７ページを参考に作成してください。

入 校 申 込 み 要 領 　次の要領で、必要書類の提出及び入校経費の納入をしてください。

提 出 書 類

【振込先口座】

福岡銀行大隈支店 普通預金口座 ８６３２２７

口座名義人：福岡県消防学校庶務課長（ﾌｸｵｶｹﾝｼｮｳﾎﾞｳｶﾞｯｺｳｼｮﾑｶﾁｮｳ）

所在地：嘉麻市牛隈1794番地 ☎0948-57-2830

46



令和７年１０月３１日（金）～令和７年１１月１日（土）

（実日数２日間）

令和７年１０月３１日（金）９時～９時３０分

令和７年１０月３１日（金）１０時～

令和７年１１月１日（土）１５時～

携 行 品

□略帽□保安帽□革手袋□編上靴又はｺﾞﾑ長靴（いずれも鉄板入り）
□運動靴（屋内用・屋外用）□着替え（必要に応じ）□筆記具類・
ノート□雨衣（雨天時のみ）
【宿泊者のみ】□洗面用具類（アメニティグッズ）□スポーツウエア
□上履用サンダル
※必要に応じ防寒衣

教 育 名 消防団員幹部教育第２２回初級幹部科

教 育 の 目 的

　班長に対し、火災防ぎょ活動、現場指揮要領を修得するとともに、
自然災害の防災対策に関する知識と住民に対する防災指導要領を学
び、上司を補佐し、効果的な消防活動を指導できる初級幹部団員を養
成する。

教 科 目 及 び
時 間 数

１１ページを参照してください。

教 育 対 象 者
班長の階級にある者（予定人員を超えた場合は調整させていただきま
す）

教 育 訓 練 期 間

入校受付日時、場
所 及 び 服 装

入 校 式 日 時

受付：宿泊棟１階エントランスホール
服装：活動服

修 了 式 日 時

そ の 他 自家用車乗り入れ可

通 学 の 可 否
　可
　※登校は８時４５分までとします。
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①入校申込書（様式４）

入 校 経 費 の
納 入 方 法

　入校人員確定後（教育修了後）、下記金額を指定口座に速やかに振
り込んでください。現金での支払いはできません。
　また、「請求書」が必要な場合は、各市町村作成の請求書又は各消
防本部作成の請求書並びに宛先を明記した返信用封筒を送付してくだ
さい。
※請求書の様式は、６７ページを参考に作成してください。

入 校 申 込 み 要 領 次の要領で、必要書類の提出及び入校経費の納入をしてください。

提 出 書 類

提 出 期 間 令和７年８月２９日（金）～令和７年１０月１日（水）

入 校 者 の
決 定

　入校申込み受付時点で、原則として入校を許可し、その通知を省略
します。
　なお、入校に際して、教育に支障がある疾病、既往症がある者につ
いては、入校を認めないことがあります。

食　　　費
図書教材費 調査研究費

共益費
（宿泊者
のみ）

合　　　計

宿泊者 通学者 宿泊者 通学者

6,820 4,720

（円） 食費の内訳：朝食４１０円×１食
　　　　　　昼食５２０円×２食
　　　　　　夕食５９０円×１食

入校決定通知後の
入 校 取 消 し

　入校決定後に入校を取り消した場合は、発注済みの食材や購入済み
の図書等があるため、全額の払い戻しができない場合があります。

入 校 経 費 額 2,040 1,040 3,680 1,100

【振込先口座】

福岡銀行大隈支店 普通預金口座 ８６３２２７

口座名義人：福岡県消防学校庶務課長（ﾌｸｵｶｹﾝｼｮｳﾎﾞｳｶﾞｯｺｳｼｮﾑｶﾁｮｳ）

所在地：嘉麻市牛隈1794番地 ☎0948-57-2830
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令和７年１１月７日（金）～令和７年１１月８日（土）

（実日数２日間）

令和７年１１月７日（金）９時～９時３０分

令和７年１１月７日（金）１０時～

令和７年１１月８日（土）１５時～

教 育 名 消防団員幹部教育指揮幹部科第１１回現場指揮課程

教 育 の 目 的

　原則として部長に対し、災害時における火災防ぎょ、水災活動、救
助救命、避難誘導、情報収集・伝達に係る的確な現場指揮及び安全管
理の知識並びに技術を修得するとともに、自主防災組織に対して防災
指導を行える指揮者を養成する。

教 科 目 及 び
時 間 数

１１ページを参照してください。

教 育 対 象 者
　部長の階級にある者。ただし、部長の階級制度を設けていない消防
団にあっては副分団長又は班長の階級にある者も可とします。

教 育 訓 練 期 間

入校受付日時、場
所 及 び 服 装

入 校 式 日 時

携 行 品

□略帽□保安帽□革手袋□編上靴又はｺﾞﾑ長靴（いずれも鉄板入り）
□運動靴（屋内用・屋外用）□着替え（必要に応じ）□筆記具類・
ノート□雨衣（雨天時のみ）
【宿泊者のみ】□洗面用具類（アメニティグッズ）□スポーツウエア
□上履き用サンダル
※必要に応じ防寒衣

修 了 式 日 時

そ の 他 自家用車乗り入れ可

受付：宿泊棟１階エントランスホール
服装：活動服

通 学 の 可 否
　可
　※登校は８時４５分までとします。
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①入校申込書（様式４）提 出 書 類

入 校 申 込 み 要 領 次の要領で、必要書類の提出及び入校経費の納入をしてください。

提 出 期 間 令和７年９月５日（金）～令和７年１０月６日（月）

入 校 者 の
決 定

　入校申込み受付時点で、原則として入校を許可し、その通知を省略
します。
　なお、入校に際して、教育に支障がある疾病、既往症がある者につ
いては、入校を認めないことがあります。

入 校 経 費 の
納 入 方 法

　入校人員確定後（教育修了後）、下記金額を指定口座に速やかに振
り込んでください。現金での支払いはできません。
　また、「請求書」が必要な場合は、各市町村作成の請求書又は各消
防本部作成の請求書並びに宛先を明記した返信用封筒を送付してくだ
さい。
※請求書の様式は、６７ページを参考に作成してください。

食　　　費
図書教材費 調査研究費

共益費
（宿泊者
のみ）

合　　　計

宿泊者 通学者 宿泊者 通学者

9,790 7,690

（円） 食費の内訳：朝食４１０円×１食
　　　　　　昼食５２０円×２食
　　　　　　夕食５９０円×１食

入校決定通知後の
入 校 取 消 し

　入校決定後に入校を取り消した場合は、発注済みの食材や購入済み
の図書等があるため、全額の払い戻しができない場合があります。

入 校 経 費 額 2,040 1,040 6,650 1,100

【振込先口座】

福岡銀行大隈支店 普通預金口座 ８６３２２７

口座名義人：福岡県消防学校庶務課長（ﾌｸｵｶｹﾝｼｮｳﾎﾞｳｶﾞｯｺｳｼｮﾑｶﾁｮ

ｳ）

所在地：嘉麻市牛隈1794番地 ☎0948-57-2830
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令和７年１２月１２日（金）

（実日数１日間）

令和７年１２月１２日（金）９時～９時３０分

令和７年１２月１２日（金）１０時～

令和７年１２月１２日（金）１６時～

教 育 名 消防団員幹部教育指揮幹部科第１１回分団指揮課程

教 育 の 目 的
　分団長又は副分団長に対し、各種災害発生時における分団の管理運
営及び効果的な現場活動の在り方を深く理解する指揮者を養成する。

教 科 目 及 び
時 間 数

１１ページを参照してください。

教 育 対 象 者 分団長及び副分団長の階級にある者

実 施 日

入校受付日時、場
所 及 び 服 装

入 校 式 日 時

携 行 品
□略帽□運動靴（屋内用）□筆記具類・ノート
※必要に応じ防寒衣

修 了 式 日 時

  標記教育については、事前学習（予習）及び当校での教育をもって
修了とすることとなりますので、事前学習を必ず行って入校してくだ
さい。また、入校の際はこれについての効果確認を実施します。
１　テキストについて
　「分団指揮課程事前学習教材（ＰＤＦ）」
　　総務省消防庁ホームページより、下記のURLを入力し、ダウンロー
　ドして、印刷後入校予定者へ配付してください。
　　https://www.fdma.go.jp/relocation/e-college/
　　　　　pdf/bundanShikiGakusyuu.pdf
  ※　インターネットの閲覧制限があるパソコンでは、閲覧できない
　　場合があります。

２　事前学習（予習）内容
（１）第１章第２節 組織制度（４～１０ページ）
（２）第２章 防災（１７～２０ページ）

３　その他
　　入校時に分団指揮課程事前学習教材（紙）を持参してください。

そ の 他 自家用車乗り入れ可

事前学習について

受付：管理棟１階エントランスホール
服装：活動服
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①入校申込書（様式４）提 出 書 類

入 校 申 込 み 要 領 次の要領で、必要書類の提出及び入校経費の納入をしてください。

提 出 期 間 令和７年１０月１０日（金）～令和７年１１月１２日（水）

入 校 者 の
決 定

　入校申込み受付時点で、原則として入校を許可し、その通知を省略
します。
　なお、入校に際して、教育に支障がある疾病、既往症がある者につ
いては、入校を認めないことがあります。

入 校 経 費 の
納 入 方 法

　入校人員確定後（教育修了後）、下記金額を指定口座に速やかに振
り込んでください。現金での支払いはできません。
　また、「請求書」が必要な場合は、各市町村作成の請求書又は各消
防本部作成の請求書並びに宛先を明記した返信用封筒を送付してくだ
さい。
※請求書の様式は、６７ページを参考に作成してください。

食　　　費
図書教材費 調査研究費

共益費
（宿泊者
のみ）

合　　　計

宿泊者 通学者 宿泊者 通学者

6,410

（円）

食費の内訳：昼食５２０円

入校決定通知後の
入 校 取 消 し

　入校決定後に入校を取り消した場合は、発注済みの食材や購入済み
の図書等があるため、全額の払い戻しができない場合があります。

入 校 経 費 額 520 5,890

【振込先口座】

福岡銀行大隈支店 普通預金口座 ８６３２２７

口座名義人：福岡県消防学校庶務課長（ﾌｸｵｶｹﾝｼｮｳﾎﾞｳｶﾞｯｺｳｼｮﾑｶﾁｮｳ）

所在地：嘉麻市牛隈1794番地 ☎0948-57-2830
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令和７年６月１９日（木）

（実日数１日間）

令和７年６月１９日（木）９時～９時３０分

令和７年６月１９日（木）１０時～

令和７年６月１９日（木）１６時～

教 育 名 消防団員幹部教育第２２回上級幹部科

教 育 の 目 的
　団長及び副団長に対し、消防団組織の運営管理及び自然災害や大規模
災害等の対応を修得するとともに、効果的な消防団活動を管理すること
ができる上級幹部団員を養成する。

教 科 目 及 び
時 間 数

１２ページを参照してください。

教 育 対 象 者 団長及び副団長の階級にある者

実 施 日

入校受付日時、場
所 及 び 服 装

入 校 式 日 時

携 行 品 □略帽□運動靴（屋内用）□筆記具類・ノート

修 了 式 日 時

そ の 他 自家用車乗り入れ可

受付：管理棟１階エントランスホール
服装：活動服
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①入校申込書（様式４）提 出 書 類

入 校 申 込 み 要 領 次の要領で、必要書類の提出及び入校経費の納入をしてください。

提 出 期 間 令和７年４月１８日（金）～令和７年５月１９日（月）

入 校 者 の
決 定

　入校申込み受付時点で、原則として入校を許可し、その通知を省略し
ます。
　なお、入校に際して、教育に支障がある疾病、既往症がある者につい
ては、入校を認めないことがあります。

入 校 経 費 の
納 入 方 法

　入校人員確定後（教育修了後）、下記金額を指定口座に速やかに振り
込んでください。現金での支払いはできません。
　また、「請求書」が必要な場合は、各市町村作成の請求書又は各消防
本部作成の請求書並びに宛先を明記した返信用封筒を送付してくださ
い。
※請求書の様式は、６７ページを参考に作成してください。

食　　　費
図書教材費 調査研究費

共益費
（宿泊者
のみ）

合　　　計

宿泊者 通学者 宿泊者 通学者

4,760

（円）

食費の内訳：昼食５２０円

入校決定通知後の
入 校 取 消 し

　入校決定後に入校を取り消した場合は、発注済みの食材や購入済みの
図書等があるため、全額の払い戻しができない場合があります。

入 校 経 費 額 520 4,240

【振込先口座】

福岡銀行大隈支店 普通預金口座 ８６３２２７

口座名義人：福岡県消防学校庶務課長（ﾌｸｵｶｹﾝｼｮｳﾎﾞｳｶﾞｯｺｳｼｮﾑｶﾁｮｳ）

所在地：嘉麻市牛隈1794番地 ☎0948-57-2830
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令和７年１０月７日（火）

（実日数１日間）

令和７年１０月７日（火）９時～９時３０分

令和７年１０月７日（火）１０時～

令和７年１０月７日（火）１６時～

教 育 名 消防団員特別教育第１６回女性消防団員研修

教 育 の 目 的
　女性消防団員に対し、防火防災に関する基本的知識及び初期消火・
救命処置技術を修得し、地域の安全・安心に寄与できる団員を養成す
る。

教 科 目 及 び
時 間 数

１２ページを参照してください。

教 育 対 象 者 女性消防団員

実 施 日

入校受付日時、場
所 及 び 服 装

入 校 式 日 時

携 行 品
□略帽□保安帽□革手袋□運動靴（屋内用・屋外用）□着替え（必要
に応じ）□筆記具類・ノート□雨衣（雨天時のみ）

修 了 式 日 時

そ の 他 自家用車乗り入れ可

受付：管理棟１階エントランスホール
服装：活動服
※必要に応じ防寒衣
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①入校申込書（様式４）提 出 書 類

入 校 申 込 み 要 領 次の要領で、必要書類の提出及び入校経費の納入をしてください。

提 出 期 間 令和７年８月７日（木）～令和７年９月５日（金）

入 校 者 の
決 定

　入校申込み受付時点で、原則として入校を許可し、その通知を省略
します。
　なお、入校に際して、研修に支障がある疾病、既往症がある者につ
いては、入校を認めないことがあります。

入 校 経 費 の
納 入 方 法

　入校人員確定後（教育修了後）、下記金額を指定口座に速やかに振
り込んでください。現金での支払いはできません。
　また、「請求書」が必要な場合は、各市町村作成の請求書又は各消
防本部作成の請求書並びに宛先を明記した返信用封筒を送付してくだ
さい。
※請求書の様式は、６７ページを参考に作成してください。

食　　　費
図書教材費 調査研究費

共益費
（宿泊者
のみ）

合　　　計

宿泊者 通学者 宿泊者 通学者

3,870

（円）

食費の内訳：昼食５２０円

入校決定通知後の
入 校 取 消 し

　入校決定後に入校を取り消した場合は、発注済みの食材や購入済み
の図書等があるため、全額の払い戻しができない場合があります。

入 校 経 費 額 520 3,350

【振込先口座】

福岡銀行大隈支店 普通預金口座 ８６３２２７

口座名義人：福岡県消防学校庶務課長（ﾌｸｵｶｹﾝｼｮｳﾎﾞｳｶﾞｯｺｳｼｮﾑｶﾁｮｳ）

所在地：嘉麻市牛隈1794番地 ☎0948-57-2830
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令和８年３月１３日（金）～令和８年３月１４日（土）

（実日数２日間）

令和８年３月１３日（金）９時～９時３０分

令和８年３月１３日（金）１０時～

令和８年３月１４日（土）１６時～

携 行 品

□略帽□保安帽□革手袋□運動靴（屋内用・屋外用）□着替え（必要
に応じ）□筆記具類・ノート□雨衣（雨天時のみ）
【宿泊者のみ】洗面用具類（アメニティグッズ）・スポーツウエア・
上履き用サンダル
※必要に応じ防寒衣

修 了 式 日 時

そ の 他 自家用車乗り入れ可

入 校 式 日 時

教 育 名 消防団員特別教育消防操法研修

教 育 の 目 的
　消防ポンプ操法に関する知識技術を修得し、消防ポンプ操法を指導
するとともに実践できる消防団員を養成する。

教 科 目 及 び
時 間 数

１２ページを参照してください。

教 育 対 象 者 消防団員で未修了の者（各消防団５名まで）

実 施 日

入校受付日時、場
所 及 び 服 装 受付：宿泊棟１階エントランスホール

服装：活動服
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①入校申込書（様式４）

7,050 4,950

（円） 食費の内訳：朝食４１０円×１食
　　　　　　昼食５２０円×２食
　　　　　　夕食５９０円×１食

入校決定通知後の
入 校 取 消 し

　入校決定後に入校を取り消した場合は、発注済みの食材や購入済み
の図書等があるため、全額の払い戻しができない場合があります。

入 校 経 費 額 2,040 1,040 3,910 1,100

食　　　費
図書教材費 調査研究費

共益費
（宿泊者
のみ）

合　　　計

宿泊者 通学者 宿泊者 通学者

入 校 経 費 の
納 入 方 法

　入校人員確定後（教育修了後）、下記金額を指定口座に速やかに振
り込んでください。現金での支払いはできません。
　また、「請求書」が必要な場合は、各市町村作成の請求書又は各消
防本部作成の請求書並びに宛先を明記した返信用封筒を送付してくだ
さい。
※請求書の様式は、６７ページを参考に作成してください。

入 校 申 込 み 要 領 次の要領で、必要書類の提出及び入校経費の納入をしてください。

提 出 書 類

提 出 期 間 令和８年１月１３日（火）～令和８年２月１３日（金）

入 校 者 の
決 定

　入校申込み受付時点で、原則として入校を許可し、その通知を省略
します。
　なお、入校に際して、研修に支障がある疾病、既往症がある者につ
いては、入校を認めないことがあります。

【振込先口座】

福岡銀行大隈支店 普通預金口座 ８６３２２７

口座名義人：福岡県消防学校庶務課長（ﾌｸｵｶｹﾝｼｮｳﾎﾞｳｶﾞｯｺｳｼｮﾑｶﾁｮｳ）

所在地：嘉麻市牛隈1794番地 ☎0948-57-2830
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入校（実施）予定日の３か月前までに事前協議を行ってください。

所要額

教 育 名 消防団員特別教育特別研修

教 育 の 内 容 入校予定の消防団と協議の上、教科目及び時間数を決定します。

入 校 経 費 額

教 育 対 象 特定の目的で入校を希望する消防団

実 施 日

実 施 場 所

協議

原則、現地研修
※実施場所は消防団で確保してください

提 出 書 類 等 協議

入 校 申 込 み 要 領 　次の要領で行ってください。

協 議 の 時 期
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第１回（原則として店舗、病院等の特定防火対象物）

令和７年１１月２５日（火）　１日間

第２回（原則として危険物施設又は工場等の非特定防火対象物）

令和７年１１月２６日（水）　１日間

　入校申込み後に入校を取り消した場合は、発注済みの食材や購入済み
の図書等があるため、全額の払い戻しができない場合があります。

教 育 内 容 及 び
時 間 割

9：00～
9：30

受付：管理棟１階エントランスホール
服装：作業服（訓練が実施できる服装）

入校受付時間、場
所 及 び 服 装

携 行 品

合　　　　計

520 5,700 6,220

そ の 他 自家用車の乗り入れは可能です。　昼食は消防学校で準備します。（持参不要）

　６６ページの入校申込書（様式７）を、案内のあった消防本部（局）
又は消防署へ提出してください。

　入校申込み受付時点で、原則として入校を許可し、その通知を省略します。
　なお、入校に際して、教育に支障がある疾病、既往症がある者については、
入校を認めないことがあります。

（円）

入 校 経 費 の
納 入 方 法

受付

16：00～

修了式

10：00～
10：10

昼食
休憩

13：00～15：50

火災対応訓練
（実技訓練）

入校式
ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ

10：10～
11：50

防火管理
（講義）

11：50～
13：00

入校申込み後の
入 校 取 消 し

入 校 経 費 額

入 校 者 の
決 定

図書教材費

教 育 名 自衛消防隊教育

教 育 の 内 容
　県内の各事業所等内で編成された自衛消防隊及び自衛防災要員に対
し、消防防災活動に必要な知識技術を修得するための教育訓練を行う。

教 育 対 象 者 自衛消防隊で管理監督的立場にある者

実 施 日

実 施 場 所
福岡県消防学校　

〒820-0301　嘉麻市牛隈1794番地

□革手袋又は軍手□ヘルメット□運動靴（屋内用・屋外用）　□着替
え・タオル（必要に応じ）□筆記具類・ノート□雨衣（雨天時のみ）
※必要に応じ防寒衣

実施日の９時～９時３０分

　原則振込とし、後払いも可能とします。その際は教育終了後、おおむね２週
間以内に下記金額を指定口座に振り込んでください。
　やむを得ず現金を持参される場合はお釣りのないようにしてください。
　また、「請求書」が必要な場合は、請求書を作成の上、返信用封筒を送付し
てください。※請求書の様式は、６７ページを参考にしてください。

食　　　費

入 校 申 込 み 要 領
　入校希望がある場合は、次の要領で、必要書類の提出及び入校経
費の納入を行ってください。

提出書類及び
提 出 先

消防学校への
提 出 期 間

第１回　令和７年９月２５日（木）～令和７年１０月２４日（金）
第２回　令和７年９月２６日（金）～令和７年１０月２４日（金）

【振込先口座】

福岡銀行大隈支店 普通預金口座 ８６３２２７

口座名義人：福岡県消防学校庶務課長（ﾌｸｵｶｹﾝｼｮｳﾎﾞｳｶﾞｯｺｳｼｮﾑｶﾁｮｳ）

所在地：嘉麻市牛隈1794番地 ☎0948-57-2830
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入校（実施）予定日の３か月前までに協議を行ってください。

所要額

入校（実施）予定日の３か月前までに協議を行ってください。

所要額

教 育 名 　　　　　　　〇消防防災関係機関研修

教 育 の 内 容 入校予定の団体（機関）と協議の上、教科目及び時間数を決定します。

教 育 対 象 特定の目的で入校を希望する団体（機関）

実 施 日 協議

実 施 場 所 協議

協 議 の 時 期

入 校 申 込 み 要 領 　次の要領で行ってください。

教 育 名

　　　　　〇地域防災力向上研修
　　　　　○防災士研修
          〇少年消防・女性防火クラブ教育
          〇消防・防災体験型研修

教 育 の 内 容 入校予定の団体（機関）と協議の上、教科目及び時間数を決定します。

協 議 の 時 期

提 出 書 類 等 協議

入 校 経 費 額

提 出 書 類 等 協議

入 校 経 費 額

実 施 日 協議

実 施 場 所 協議

入 校 申 込 み 要 領 　次の要領で行ってください。
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（様式１）消防職員用
第 号

年 月 日

福岡県消防学校長　　殿

任命権者

次の者を福岡県消防学校消防職員　　　　　　教育　　　　　　　　　科 ・研修 ・ 講習　（第　　　　　回）
に入校させたいので申し込みます。

-------------------

注２　消防副士長以上の階級にある者は、「現階級昇任年」を記入してください。

現階級昇任年

歳
宿泊・通学

注３　初任教育以外の課程は、宿泊・通学の欄の該当する方に○印を付けてください。

注１　年齢については、入校日現在の年齢とする。

男　・　女

宿泊・通学

歳
宿泊・通学

宿泊・通学
歳

入 校 申 込 書

宿泊通学の別

歳

ふ　　り　　が　　な
氏　　　　　　　　名

係　　　　　別
（役 職 名）

年　　齢
性　　別

宿泊・通学
歳

採 用 年 月 日

消防本部担当者                  課　　　　　　　係　　　氏名             　　  電話番号

宿泊・通学

歳
宿泊・通学

男　・　女

男　・　女

男　・　女

歳
宿泊・通学

階　級

男　・　女

男　・　女

男　・　女

男　・　女

歳
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（様式２）消防職員用

本 部 名

歳

現 住 所

最終学歴
（注１）

採用年月日

第　　回初任教育卒業

経 験 年 数

　　　年　　　月

　　　年　　　月

　　　年　　　月

　　　年　　　月

　　　年　　　月

　　　年　　　月

　　　また、各業務種別で重複する場合の経験年数は、それぞれに記載してください。

任命権者

　　　年　　　月　　　日

上記記載のとおり相違ないことを証明する。

　　　　　　　　年　　　月　　　日

水 難 救 助 隊 員

注２　業務別従事状況欄は、全項目について「ある・ない」、「いる・いない」の該当する方を○で囲んでください。

　　　　年　　　月　　　日

　　　　年　　　月　　　日

　　　　　

　　　　　　　　　　　年　　　　月　　　　日

業 務 別
従事状況
（注２）

　　　年　　　月　　　日

消防学校
入校経歴

救急隊員（含救急事務）

あ　る　・　な　い

　　　年　　　月　　　日

救助隊員（含救助事務）

あ　る　・　な　い

あ　る　・　な　い

身　　　上　　　書

　　　年　　　月　　　日　　　　年　　　月　　　日

　　　年　　　月　　　日

　　　年　　　月　　　日

資格技能

　　　年　　　月　　　日

写　　　　　　真
（上半身無帽）
縦４㎝×横３㎝
入校日の６ヶ月以
内に撮影したもの

※縦横の倍率を変
更しないこと

経 験 の 有 無

　　　　年　　　月　　　日

　　　　年　　　月　　　日

　　　　年　　　月　　　日

　　　　年　　　月　　　日

階級
ふりがな
氏 名

　　　　年　　　月　　　日

　　　　年　　　月　　　日

　〒　　　　　　　　　　　　℡

　　　年　　　月　　　日

年齢

（　　　　　　　　　　　　科）

　　　年　　　月　　　日

い　る　・　いない

予 防 関 係 事 務

あ　る　・　な　い

業 務 種 別

　　　　　　　　　　　年　　　　　月　　　　　日

　　　年　　　月　　　日

い　る　・　いない

い　る　・　いない

　　　　年　　　月　　　日

注１　最終学歴は、初任教育のみ記載してください。

あ　る　・　な　い

い　る　・　いない

い　る　・　いない

い　る　・　いない

生年月日

警防隊員（含警防事務）

現在従事しているか

あ　る　・　な　い総 務 関 係 事 務
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研究テーマ 

所属 氏名 

（注）作成にあたっては、法的根拠や背景、現状、問題点を把握し、その対応策等を記載すること。 

（様式３）消防職員用 

事例研究資料（        ）科  № 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（様式４）消防団員用
第 号

年 月 日

福岡県消防学校長　　殿

任命権者

注１　年齢については、入校日現在の年齢とする。
注２　初級幹部科、現場指揮課程及び消防操法研修は、宿泊・通学の欄の該当する方に〇印を

付けてください。

宿泊・通学

男　・　女

男　・　女

男　・　女

歳

男　・　女

入 校 申 込 書

宿泊通学の別

歳

ふ　　り　　が　　な
氏　　　　　　　　名

勤続年数
年　　齢
性　　別

男　・　女

市町村担当者                  課　　　　　　　係　　　氏名             　　  電話番号

宿泊・通学

歳
宿泊・通学

歳
宿泊・通学

宿泊・通学

歳

歳

注３　再入団の場合、勤続年数は通算し、任命年月日は最終任命日を記載すること。

宿泊・通学

階　級

次の者を福岡県消防学校消防団員　　　教育　　　　　　　科　     　　　　　課程　・研修　（第　　　　回）
に入校させたいので申し込みます。

宿泊・通学

任 命 年 月 日

歳

男　・　女

男　・　女
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（様式７）自衛消防隊用
第 号

年 月 日

福岡県消防学校長　　殿

事業所名
所属長名

　

項

項

項

項

項

項

項

注１　年齢については、入校日現在の年齢とする。

男　・　女

歳

歳

男　・　女

男　・　女

消防本部担当者                  課　　　　　　　係　　　氏名             　　  電話番号

男　・　女

次の者を福岡県消防学校自衛消防隊教育　（第　　　　　回）　に入校させたいので申し込みます。

ふ　　り　　が　　な
氏　　　　　　　　名

年　　齢
性　　別

事　業　所　名　及　び　所　在　地
電　　　　　話　　　　　番　　　　　号

事　業　所
での係名

施　行　令
別表項別

歳

歳

歳

歳

男　・　女

男　・　女

歳

歳

入 校 申 込 書

男　・　女

男　・　女

項
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　　　(様式９）入校経費請求書（参考様式）記入例 太線枠内を記入する。

百万 十万

（頭部に￥を記入）

上記の金額を請求します。

（請求先）

〒 8 2 0 － 0 3 0 1

住　所 嘉麻市牛隈1794番地

団体名 福岡県消防学校

代表者 校長　　　 印

℡　 ０９４８－５７－２８３０

　件　名

名分入校経費として

・食費 円 × 人 ＝ 円
・図書教材費 円 × 人 ＝ 円
・共益費 円 × 人 ＝ 円
合計 円 × 人 ＝ 円

支払方法　

　１　：　口座振込　　　　　　　

口座振替は、下記口座に納付してください。

銀行・信用金庫 支店

信用組合・農協 支所

預金種別 １：　　普通 ２：当座　 ３：貯蓄

 
8 6 3 2 2 7 （右づめでお願いします。）

フリガナ フ ク オ カ ケ ン シ ョ ウ ホ ゛ ウ カ ゛ ッ コ ウ シ ョ ム

口座名義 カ チ ョ ウ

（漢字でご記入ください。）

福岡県消防学校　庶務課長　

口座番号

（通帳のとお
りフリガナも
記入してくだ
さい。）

金融機関名
福岡 大隈

　　　　年　　月　　日

　　　　〇　〇　市　町　村　長　（団　長）　　殿

　　消防団員幹部教育〇〇幹部科

〇

千

請　　　求　　　書
千万 百 十 円万

金額
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１１ ア ク セ ス 
 



■消防学校案内図 　

国道２０１号

八木山バイパス 国道２０１号（飯塚庄内田川バイパス）

　

グッデイ

大隈店
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牛隈小

　　　〒牛隈局

　　牛隈交差点から入口まで約４００ｍ

飯塚地区消防本部

桂川分署

消防学校

所要時間（車）の案内

①飯塚市中心部から約１１Km約２０分

②国道２００号新茶屋交差点から約７Km約１５分

※牛隈交差点から学校入口まで約４４０ｍ

鶴三緒橋西交差点

牛隈交差点嘉麻市役所
碓井庁舎

新茶屋交差点 桂川町役場

ＪＲ桂川駅

原田方面

博多方面

土居交差点

ＪＲ新飯塚

ＪＲ飯塚駅

至八幡ＩＣ

筑豊自動車

運転試験場

折尾方面

田川方面

至八木山峠

至篠栗

至田川

至筑豊烏尾トンネル

至下山田

至東峰村

嘉麻警察署

飯塚地区

消防本部

至冷水トンネル



■消防学校までの公共交通機関経路図 　

 　(ダイヤ改正にはご注意ください)

折尾方面

西鉄バス(飯塚駅から菰田小バス停まで徒歩3分）
菰田小　↓6:42発 7:37発 8：23発
牛隈 7:04着 7:59着 8：45着

博多方面 桂川駅着
7:02
7:26 桂川駅着 西鉄
7:42 7:10
8:13 7:18

7:45
8:05

桂川駅着
7:27

徒歩3分

徒歩12分

【JR桂川駅からのバス時刻表】
桂川駅 7:15発↓
牛隈 7:41着

原田方面
桂川駅 6:53発↓ 8:20発↓
消防学校 7:20着 8:48着

（注）時刻は令和６年１２月１日現在

田川方面
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西鉄・ｺﾐｭﾆﾃｨｲﾊﾞｽ

コミュニティ
バス

（１２番）

西鉄バス
（２７番）

JR新飯塚駅

消防学校 ｺﾐｭ：消防学校

西鉄：牛隈

JR桂川駅

JR飯塚駅

乗換駅等からの所要時間の案内
□JR桂川駅下車

①折尾駅～桂川駅（約４５～５５分）

②博多駅～桂川駅（約４５～５０分）

③原田駅～桂川駅（約３０分）



  

  

              

    

  

  

  

  

  

  

  

  
 

 

 


